
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
町
及
び
一
部
事
務
組
合
か
ら
の
公
平
委
員
会
の
事
務
の
受
託
の
廃
止 

（
市
町
村
課
）　

　

一

〇
宮
城
県
民
会
館
の
使
用
に
係
る
使
用
料
の
徴
収
事
務
の
委
託 

（
生
活
・
文
化
課
）　

　

二

〇
宮
城
県
慶
長
使
節
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
使
用
に
係
る
徴
収
事
務
の
委
託 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
室
）　

　

二

〇
宮
城
県
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
係
る
使
用
料
の
徴
収
事
務
の
委
託 

（
長
寿
社
会
政
策
課
）　

　

二

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
更
生
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

二

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
更
生
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
の
指
定
の
辞
退 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
更
生
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
の
変
更 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
知
的
障
害
者
更
生
施
設
等
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　

　

四

〇
平
成
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
号
（
温
泉
の
水
質
検
査
を
行
う
者
の
指
定
）
の
一

　

部
改
正 

（
薬　

務　

課
）　

　

四

〇
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
の
実
施 

（
産
業
立
地
推
進
課
）　

　

四

〇
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
に
係
る
償
還
金
の
徴
収
事
務
の
委
託 

（
経
営
金
融
課
）　

　

五

〇
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
に
係
る
償
還
金
の
収
納
事
務
の
委
託 

（　
　

同　
　

）　

　

五

〇
農
業
改
良
資
金
に
係
る
償
還
金
の
収
納
事
務
の
委
託 

（　
　

同　
　

）　

　

五

〇
肥
料
の
登
録
有
効
期
間
の
更
新 

（
農
業
振
興
課
）　

　

六

〇
肥
料
の
登
録
事
項
の
変
更 

（　
　

同　
　

）　

　

六

〇
肥
料
の
登
録
の
失
効 

（　
　

同　
　

）　

　

六

〇
特
殊
肥
料
の
検
査
結
果
の
公
表 

（　
　

同　
　

）　

　

七

〇
飼
料
試
験
結
果
の
公
表 

（　
　

同　
　

）　

　

七

〇
家
畜
伝
染
病
の
発
生 

（
畜　

産　

課
）　

一
三

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
基
盤
計
画
課
）　

一
三

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除 

（
森
林
整
備
課
）　

一
四

〇
卸
売
業
務
の
許
可 

（
漁
業
振
興
課
）　

一
四

〇
公
有
水
面
埋
立
て
の
し
ゅ
ん
功
認
可
（
二
件
） 

（
漁
港
漁
場
整
備
課
）　

一
四

〇
河
川
予
定
地
の
指
定 

（
河　

川　

課
）　

一
六

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧 

（
都
市
計
画
課
）　

一
六

〇
宮
城
県
米
山
高
等
学
校
の
農
産
物
の
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事

　

務
の
委
託 

（
教
育
庁
高
校
教
育
課
）　

一
六

〇
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了
の
届
出 

（
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
）　

一
六

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可 

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　

一
七

 
公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了 

（
建
築
宅
地
課
）　

一
八

 
選
挙
管
理
委
員
会

〇
証
票
の
無
効 

一
八

 
監
査
委
員

〇
定
期
監
査
の
結
果
の
公
表 

一
八

〇
行
政
監
査
の
結
果
に
対
す
る
措
置
の
公
表 

二
〇

〇
行
政
監
査
の
結
果
の
公
表 

二
一

 
公
安
委
員
会

〇
警
備
業
法
第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習

　

の
実
施
に
つ
い
て 

二
九

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
六
十
八
号

　

県
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
町
及
び
一
部
事
務
組
合
か
ら
の
公
平
委
員
会
の
事
務
の
受
託
を
平
成
十
八
年
三
月
三
十
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

志
田
郡
松
山
町
、
志
田
郡
三
本
木
町
、
志
田
郡
鹿
島
台
町
、
玉
造
郡
岩
出
山
町
、
玉
造
郡
鳴
子
町
、
遠
田
郡
田
尻
町
、
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本
吉
郡
唐
桑
町
、
公
立
気
仙
沼
病
院
組
合

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
六
十
九
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
民
会
館

の
平
成
十
七
年
度
分
の
使
用
に
係
る
使
用
料
の
徴
収
事
務
を
平
成
十
八
年
三
月
三
十
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方
等

　
　

宮
城
県
民
会
館
指
定
管
理
者　

宮
城
県
民
会
館
管
理
運
営
共
同
企
業
体

　
　

構
成
員

　
　
　
　

財
団
法
人
宮
城
県
文
化
振
興
財
団　

仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
三
丁
目
三
番
七
号

　
　
　
　

株
式
会
社
東
北
共
立　

仙
台
市
太
白
区
八
本
松
二
丁
目
十
番
十
一
号

　
　
　
　

株
式
会
社
陽
光
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
二
丁
目
三
番
七
号

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
慶
長
使

節
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
平
成
十
七
年
度
分
の
使
用
に
係
る
使
用
料
の
徴
収
事
務
を
平
成
十
八
年
三
月
三
十
日
次
の
と
お

り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

石
巻
市
渡
波
字
大
森
三
十
番
地
の
二

　
　

宮
城
県
慶
長
使
節
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
指
定
管
理
者　

財
団
法
人
慶
長
遣
欧
使
節
船
協
会

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
一
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

中
国
医
学
研
究
懇
談
会

一　

代
表
者
の
氏
名 

清
水　

雅
行

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

宮
城
県
仙
台
市
若
林
区
新
寺
一
丁
目
五
番
二
十
六－

一
〇
一
号

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
中
国
医
師
及
び
医
療
従
事
者
と
の
中
国
医
学
研
究
交
流
、
相
互
訪
問

を
通
し
て
日
中
友
好
を
図
り
、
日
本
に
お
い
て
患
者
、
家
族
、
医
師
、
医
療
従
事

者
、
福
祉
事
業
者
が
協
同
し
て
「
中
国
医
学
」、「
中
西
医
結
合
治
療
」、「
福
祉
医

療
」
を
学
び
研
究
し
、
懇
談
会
、
講
演
会
、
市
民
医
学
講
座
等
を
開
催
し
、
具
体

的
な
医
療
、
福
祉
施
策
の
提
言
な
ど
の
活
動
を
行
い
、
病
気
治
療
、
健
康
維
持
等

に
寄
与
す
る
事
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
二
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
介
護
研

修
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
係
る
使
用
料
の
徴
収
事
務
を
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
二
番
三
号

　
　

社
会
福
祉
法
人
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
三
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
更
生
医

療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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名　
　
　

称

シ
ョ
ー
エ
イ
す
ず
き
薬
局

調
剤
薬
局
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ

宮
城
白
石
店

有
限
会
社
こ
う
の
調
剤
薬
局

所　
　
　
　

在　
　
　
　

地

石
巻
市
泉
町
四
丁
目
三
十
九－

三
十
二

白
石
市
大
手
町
一－

八

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
字
上
町
七
十
二－

二

指
定
年
月
日

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一

日平
成
十
八
年
三
月
三
十
一

日平
成
十
八
年
三
月
三
十
一

日



〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
四
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
九
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医

療
機
関
が
次
の
と
お
り
指
定
を
辞
退
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
五
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
）
第
十
三
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医

療
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
六
号

　

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
支
援
事

業
者
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

児
童
短
期
入
所
事
業

二　

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
七
号

　

知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
支
援

事
業
者
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

知
的
障
害
者
短
期
入
所
事
業

二　

知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
事
業
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名　
　
　

称

公
立
気
仙
沼
総
合
病

院公
立
気
仙
沼
総
合
病

院

担
当
す
る

医
療
の
種
類

眼
科
に
関
す

る
医
療

耳
鼻
咽
喉
科

に
関
す
る
医

療

所　

在　

地

気
仙
沼
市
字
田
中
百
八

十
四

気
仙
沼
市
字
田
中
百
八

十
四

主
と
し
て
担
当

す

る

医

師

辞
退
年
月
日

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日

変
更
後

変
更
前

変
更
後

変
更
前

変
更
後

変
更
前

名　
　
　

称

気
仙
沼
市
立
病
院

公
立
気
仙
沼
総
合
病
院

大
崎
市
民
病
院

古
川
市
立
病
院

大
崎
市
民
病
院
鳴
子
温
泉
分
院

町
立
鳴
子
温
泉
病
院

所　
　
　

在　
　
　

地

気
仙
沼
市
田
中
百
八
十
四

大
崎
市
古
川
千
手
寺
町
二
丁
目
三－

十

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
末
沢
一

事　
業　
所　
番　
号

〇
四
〇
〇
〇
三
〇
〇
三
八

七
一
三
七

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

多
機
能
サ
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド　

さ

わ
お
と
の
森

宮
城
郡
利
府
町
沢
乙
字
欠
下
東

十
八
番
二

申　

請　

者　

名

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

さ

わ
お
と
の
森

指
定
年
月
日

平
成
十
八
年

三
月
二
十
日

事　
業　
所　
番　
号

〇
四
〇
〇
〇
三
〇
〇
三
八

七
一
二
九

〇
四
〇
〇
〇
三
〇
〇
三
五

〇
一
二
七

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

多
機
能
サ
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド　

さ

わ
お
と
の
森

宮
城
郡
利
府
町
沢
乙
字
欠
下
東

十
八
番
二

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
・
あ
い
あ
い

岩
沼
市
相
の
原
一
丁
目
七－

十

八

申　

請　

者　

名

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

さ

わ
お
と
の
森

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

さ

い
し
ょ
は
グ
ー
！

指
定
年
月
日

平
成
十
八
年

三
月
二
十
日

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日

事　
業　
所　
番　
号

〇
四
〇
〇
〇
二
〇
〇
三
八

七
一
三
八

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

多
機
能
サ
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド　

さ

わ
お
と
の
森

宮
城
郡
利
府
町
沢
乙
字
欠
下
東

十
八
番
二

申　

請　

者　

名

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

さ

わ
お
と
の
森

指
定
年
月
日

平
成
十
八
年

三
月
二
十
日

事　
業　
所　
番　
号

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

申　

請　

者　

名

指
定
年
月
日



〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
八
号

　

知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
知
的
障

害
者
更
生
施
設
等
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
九
号

　

平
成
十
二
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
号
（
温
泉
の
水
質
検
査
を
行
う
者
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平

成
十
八
年
四
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

「
第
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
十
四
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

　

第
三
号
中
「
が
指
定
し
た
」
を
「
の
登
録
を
受
け
た
」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
号

　

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り

実
施
す
る
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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〇
四
〇
〇
〇
二
〇
〇
三
八

八
一
四
四

〇
四
〇
〇
〇
二
〇
〇
三
八

九
一
四
二

〇
四
〇
〇
〇
二
〇
〇
三
九

〇
一
四
〇

〇
四
〇
〇
〇
二
〇
〇
三
九

一
一
四
八

〇
四
〇
〇
〇
二
〇
〇
三
九

二
一
四
六

〇
四
〇
〇
〇
二
〇
〇
三
九

三
一
四
四

〇
四
〇
〇
〇
二
〇
〇
三
九

四
一
四
二

〇
四
〇
〇
〇
二
〇
〇
三
九

五
一
四
九

〇
四
〇
〇
〇
二
〇
〇
三
九

六
一
四
七

〇
四
〇
〇
〇
二
〇
〇
三
九

七
一
四
五

〇
四
〇
〇
〇
二
〇
〇
三
九

八
一
四
三

〇
四
〇
〇
〇
二
〇
〇
三
九

九
一
四
一

知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

旭
町
ホ
ー
ム

白
石
市
旭
町
二
丁
目
七－

二
十

六知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

斎
川
ホ
ー
ム

白
石
市
斎
川
字
楚
利
田
五－

一

知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

陣
場
が
丘
ホ
ー
ム

白
石
市
福
岡
長
袋
字
陣
場
が
丘

十
三－

八

知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

森
合
ホ
ー
ム

白
石
市
大
平
森
合
字
八
ッ
森
前

九－

五

知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

八
反
町
ホ
ー
ム

白
石
市
旭
町
二
丁
目
七－

二
十

六槻
木
は
ら
か
ら
の
家

柴
田
郡
柴
田
町
槻
木
駅
西
二
丁

目
六－

二
十

遠
刈
田
は
ら
か
ら
の
家

刈
田
郡
蔵
王
町
遠
刈
田
温
泉
字

新
地
東
裏
山
十
五－

百
九

は
さ
ま
ホ
ー
ム

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
上
舟
丁
三

〇－

一　

フ
ロ
ー
レ
ス
上
舟
丁

二
号
・
七
号

石
森
ホ
ー
ム

登
米
市
中
田
町
石
森
字
小
人
町

七
十
九－

五

梨
の
木
ホ
ー
ム

登
米
市
東
和
町
米
川
字
町
下
三

十
一　

赤
松
荘
二
〇
一
号
・
二

〇
二
号

ル
ー
ト
え
あ
い

大
崎
市
古
川
江
合
錦
町
三
丁
目

四－

十
六

知
的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

あ
さ
ぎ
り

東
松
島
市
赤
井
字
川
前
四　

三

一
一－

一

社
会
福
祉
法
人　

白
石
陽
光

園社
会
福
祉
法
人　

白
石
陽
光

園社
会
福
祉
法
人　

白
石
陽
光

園社
会
福
祉
法
人　

白
石
陽
光

園社
会
福
祉
法
人　

白
石
陽
光

園社
会
福
祉
法
人　

は
ら
か
ら

福
祉
会

社
会
福
祉
法
人　

は
ら
か
ら

福
祉
会

社
会
福
祉
法
人　

恵
泉
会

社
会
福
祉
法
人　

恵
泉
会

社
会
福
祉
法
人　

恵
泉
会

社
会
福
祉
法
人　

大
崎
誠
心

会社
会
福
祉
法
人　

矢
本
愛
育

会

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日

平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日

事　
業　
所　
番　
号

〇
四
〇
〇
〇
二
〇
〇
三
八

五
五
三
八

〇
四
〇
〇
〇
二
〇
〇
三
八

六
五
三
六

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設　

こ
す
も
す
の
家

白
石
市
斎
川
字
深
沢
四
十
七
番

地
一

か
な
ん

石
巻
市
和
渕
字
笈
入
前
一
番
一

内

申　

請　

者　

名

社
会
福
祉
法
人　

白
石
陽
光

園社
会
福
祉
法
人　

石
巻
祥
心

会

指
定
年
月
日

平
成
十
八
年

三
月
二
十
日

平
成
十
八
年

三
月
二
十
日

実
施
年
月
日

平
成
十
八
年

五
月
十
五
日

同
年
五
月
十
六
日

同
年
五
月
十
七
日

同
年
五
月
十
八
日

実　

施　

区　

域

遠

田

郡

美

里

町

同同

遠

田

郡

涌

谷

町

旧
小
牛
田
町

の
区
域同

旧
南
郷
町
の

区
域

箟

岳

検
査
受
付
時
間

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
ま
で

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
ま
で

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
ま
で

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

正
午
ま
で

実

施

の

場

所

美
里
町
役
場
庁
舎
裏　

駐
車
場

同美
里
町
南
郷
総
合
支
所　

庁
舎

東
側
車
庫

涌
谷
町　

箟
岳
公
民
館
ロ
ビ
ー



〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
一
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
林
業
・
木
材
産

業
改
善
資
金
に
係
る
償
還
金
の
徴
収
事
務
を
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

刈
田
郡
七
ヶ
宿
町
字
関
百
三
十
六
番
地
の
一 

七
ヶ
宿
町
森
林
組
合

角
田
市
梶
賀
字
高
畑
北
百
五
十
三
番
地 

仙
南
中
央
森
林
組
合

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
前
川
字
北
原
二
十
一
番
地
の
一 

川
崎
町
森
林
組
合

伊
具
郡
丸
森
町
字
田
町
南
一
番
地
の
一 

丸
森
町
森
林
組
合

白
石
市
福
岡
長
袋
字
岩
崎
八
十
一
番
地
の
六 

白
石
蔵
王
森
林
組
合

黒
川
郡
大
和
町
落
合
松
坂
字
直
南
沢
三
十
九
番
地
の
二
十
三 

黒
川
森
林
組
合

仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字
万
吉
前
十
九
番
地
の
一 

宮
城
中
央
森
林
組
合

大
崎
市
岩
出
山
下
野
目
字
長
田
百
二
十
九
番
地
の
一 

大
崎
森
林
組
合

栗
原
市
栗
駒
桜
田
街
道
西
十
一
番
地
の
九
十
六 

栗
駒
高
原
森
林
組
合

登
米
市
登
米
町
大
字
日
根
牛
小
池
百
番
地 

登
米
町
森
林
組
合

登
米
市
東
和
町
米
川
字
小
田
百
十
番
地
の
一 

東
和
町
森
林
組
合

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
小
麻
七
十
八
番
地 

津
山
町
森
林
組
合

本
吉
郡
本
吉
町
坊
の
倉
八
番
地
の
一 

本
吉
町
森
林
組
合

気
仙
沼
市
赤
岩
牧
沢
四
十
四
番
地 

気
仙
沼
市
森
林
組
合

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
天
王
山
百
三
十
八
番
地
の
三 

南
三
陸
森
林
組
合

石
巻
市
大
瓜
字
棚
橋
下
待
井
六
十
五
番
地
の
一 

石
巻
地
区
森
林
組
合

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
二
丁
目
四
番
四
十
六
号 

宮
城
県
森
林
組
合
連
合
会

仙
台
市
青
葉
区
東
照
宮
一
丁
目
八
番
八
号 

宮
城
県
木
材
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
二
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
沿
岸
漁
業
改
善

資
金
に
係
る
償
還
金
の
収
納
事
務
を
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
四
番
十
号

宮
城
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
三
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
業
改
良
資
金

に
係
る
償
還
金
の
収
納
事
務
を
平
成
十
八
年
三
月
三
十
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

柴
田
郡
柴
田
町
西
船
迫
一
丁
目
十
番
地
の
三 

み
や
ぎ
仙
南
農
業
協
同
組
合

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
一
丁
目
二
番
四
十
五
号 

仙
台
農
業
協
同
組
合

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
田
沢
字
遠
原
三
十
六
番
地 

み
や
ぎ
亘
理
農
業
協
同
組
合

名
取
市
増
田
一
丁
目
十
二
番
三
十
六
号 

名
取
岩
沼
農
業
協
同
組
合

岩
沼
市
中
央
二
丁
目
五
番
三
十
号 

岩
沼
市
農
業
協
同
組
合

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
南
三
丁
目
六
番
地
の
二 

あ
さ
ひ
な
農
業
協
同
組
合

大
崎
市
古
川
北
町
三
丁
目
十
番
三
十
六
号 

古
川
農
業
協
同
組
合

加
美
郡
色
麻
町
四
竈
字�
木
町
十
四
番
地
の
一 

加
美
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合

大
崎
市
岩
出
山
下
野
目
字
二
ツ
屋
三
十
九
番
地 

い
わ
で
や
ま
農
業
協
同
組
合

遠
田
郡
美
里
町
字
素
山
町
一
番
地 

み
ど
り
の
農
業
協
同
組
合

栗
原
市
志
波
姫
堀
口
見
渡
二
番
地
一 

栗
っ
こ
農
業
協
同
組
合

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
三
丁
目
九
番
地
の
一 

み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合

石
巻
市
中
里
五
丁
目
一
番
十
二
号 

い
し
の
ま
き
農
業
協
同
組
合

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
大
森
一
番
地 

南
三
陸
農
業
協
同
組
合

仙
台
市
青
葉
区
錦
町
一
丁
目
六
番
二
十
五
号 

宮
城
県
酪
農
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

（5）　 平成18年４月７日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1747号　　 

同
年
五
月
十
八
日

同
年
五
月
十
九
日

同同

涌

谷

同

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
ま
で

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
ま
で

涌
谷
町　

く
が
ね
創
庫
さ
く
ら

館同



　
　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
四
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登

録
有
効
期
間
の
更
新
を
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
五
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登

録
事
項
を
変
更
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
六
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
肥
料
の
登
録
は
、
失
効
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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更
新
年
月
日

平
成
十
八
年

三
月
九
日

平
成
十
八
年

三
月
十
三
日

平
成
十
八
年

三
月
二
十
三
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

第
五
〇
〇
号

第
五
二
九
号

第
五
一
一
号

肥
料
の
種
類

魚
か
す
粉
末

混
合
有
機
質
肥
料

混
合
有
機
質
肥
料

肥
料
の
名
称

三
徳
印
特
号
魚
粉

く
み
あ
い
有
機
９

４
０

バ
イ
オ
ノ
有
機
Ｓ

保
証
成
分
量
（
％
）

窒
素
全
量

九
・
五

九
・
〇

七
・
二

り
ん
酸
全
量

六
・
三

四
・
〇

四
・
〇

加
里
全
量

二
・
五

ア
ル
カ
リ
分

そ
の
他
の
規
格

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
は
公
定
規
格
の
と
お
り
。

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
は
公
定
規
格
の
と
お
り
。

含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の

最
大
量
は
公
定
規
格
の
と
お
り
。

生
産
業
者
の
氏
名

又　

は　

名　

称

塩
釜
水
産
飼
料
㈱

片
倉
チ
ッ
カ
リ
㈱

大
成
農
材
㈱

生
産
業
者
の
住
所

塩
竈
市
新
浜
町
三
丁
目
二
十

五
番
三
号

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
一

丁
目
十
三
番
五
号

広
島
県
広
島
市
東
区
戸
坂
新

町
二
丁
目
十
四
番
十
四
号

有
効
期
限

平
成
二
十
三
年

三
月
二
十
七
日

平
成
二
十
一
年

六
月
二
十
六
日

平
成
二
十
一
年

四
月
三
十
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

第
五
一
四
号

肥
料
の
種
類

副
産
石
灰
肥
料

肥
料
の
名
称

か
き
パ
ワ
ー

生
産
業
者
の
氏
名
又
は

 
名

称

及

び

住

所

 

㈲
シ
ェ
ル
ズ

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
鴻
ノ
巣
四
九
番

地
の
七

変
更
の
あ
っ
た
事
項

変
更
事
項

主
た
る
事
業
場
の
所
在

地
変
更

変　
　

更　
　

前

塩
竈
市
庚
塚
二
九
九
番
一

変　
　

更　
　

後

宮
城
郡
松
島
町
北
小
泉
字
鴻
ノ
巣
四
九
番

地
の
七

変
更
年
月
日

平
成
十
八
年

三
月
二
十
二
日

失
効
年
月
日

登
録
番
号

（
宮
城
県
）

肥
料
の
種
類

肥
料
の
名
称

保
証
成
分
量
（
％
）

窒
素
全
量

り
ん
酸
全
量

加
里
全
量

ア
ル
カ
リ
分

そ
の
他
の
規
格

生
産
業
者
の
氏
名

又　

は　

名　

称

生
産
業
者
の
住
所



〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
七
号

　

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
三
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
殊
肥
料
の
検
査
の
結

果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

平
成
十
七
年
十
一
月
分

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
八
号

　

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
五
十
六
条
第
七

項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
七
年
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
収
去
し
た
飼
料
の
試
験
結
果
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
表

す
る
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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平
成
十
八
年

一
月
一
日

平
成
十
八
年

三
月
二
十
二
日

第
四
八
〇
号

第
四
九
九
号

甲
殻
類
質
肥
料
粉

末甲
殻
類
質
肥
料
粉

末

甲
殻
類
カ
ニ
殻
粉

末
肥
料

か
に
が
ら
粉
末
肥

料

四
・
〇

三
・
〇

四
・
五

四
・
五

㈱
カ
ネ
ダ
イ

上
野
利
重

気
仙
沼
市
南
町
三
丁
目
五
番

四
号

気
仙
沼
市
中
み
な
と
町
三
十

六
番
二
号

特

殊

肥

料

の

指

定

名

た
い
肥

た
い
肥

た
い
肥

た
い
肥

生
産
業
者
、
輸
入
業
者
若
し

く
は
販
売
業
者
又
は
表
示
者

丸
紅
畜
産
株
式
会
社
宮
城
事

業
場

新
井
牧
場
牧
場
舎

株
式
会
社
布
田
牧
場

名
取
岩
沼
農
業
協
同
組
合

届　

出　

名

（
及
び
商
品
名
）

醗
酵
け
い
ふ
ん

陸
援
堆
肥

ザ
・
ベ
ー
ス

稲
藁
及
び
家
畜
糞
尿
堆
肥

検

査

の

結

果

Ｔ
Ｎ

（
％
）

四
・
〇
六

一
・
三
〇

二
・
五
〇

〇
・
九
三

Ｔ
Ｐ

（
％
）

二
・
九
〇

一
・
七
五

一
・
四
三

一
・
一
六

Ｔ
Ｋ

（
％
）

三
・
四
五

二
・
八
六

一
・
九
〇

〇
・
三
〇

Ｔ
Ｃ
ｕ

（�
／�
）

一
五
・
一
〇

一
八
・
四
〇

二
〇
・
三
〇

一
四
・
三
〇

Ｔ
Ｚ
ｎ

（�
／�
）

Ｔ
Ｃ
ａ
Ｏ

（
％
）

〇
・
八
二

〇
・
六
三

〇
・
七
一

〇
・
七
四

Ｃ
／
Ｎ

七
・
五

一
二
・
一

一
一
・
三

一
五
・
三

水
分

（
％
）

二
五
・
三

四
五
・
四

三
五
・
六

五
三
・
六

そ
の
他

の
検
査

備　
　

考

　

／
８

11
　

／
８

11
　

／　
11

11

　

／　
11

11

　

備
考　

一
、
分
析
検
査
を
実
施
し
た
成
分
の
略
号
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｎ－

窒
素
全
量
、
Ｔ
Ｐ－

り
ん
酸
全
量
、
Ｔ
Ｋ－

加
里
全
量
、
Ｔ
Ｃ
ｕ－

銅
全
量
、
Ｔ
Ｚ
ｎ－

亜
鉛
全
量
、
Ｔ
Ｃ
ａ
Ｏ－

石
灰
全
量
、
Ｃ
／
Ｎ－

炭
素
窒
素
比
、
水
分－

水
分
含
量

　
　
　
　

二
、
分
析
値
は
、
Ｔ
Ｃ
ｕ
及
び
Ｔ
Ｚ
ｎ
に
つ
い
て
は
乾
物
当
た
り
の
数
値
、
そ
れ
以
外
の
項
目
に
つ
い
て
は
現
物
当
た
り
の
数
値
で
あ
る
。

栄
養
性
に
関
す
る
検
査

平
成
17年
９
月
収
去
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違
反
の
内
容

試
験

結
果

の
概

要
製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

飼
料
の
名
称

収
去
場
所

製
造
事
業
場
の

名
称
及
び
所
在
地

そ
の
他

の
検
査

Ｍ
　
Ｅ

kcal/
　
　
㎏

Ｔ
Ｄ
Ｎ

　
　
％

ペ
プ
シ

ン
消
化

率
　
％

水
溶
性

窒
素
　
　
％

揮
発
性

塩
基
性

窒
素
％

粗
灰
分

　
　
％

粗
繊
維

　
　
％

り
　
ん

　
　
％

カ
ル
シ

ウ
ム
　
　
％

粗
脂
肪

　
　
％

粗
た
ん

白
質
　
　
％

－
3.6

1.3
0.73

0.85
4.1

19.4
17.8

ほ
乳
期
子
豚
育
成
用
配

合
飼
料

マ
ル
ニ
印
配
合
飼
料

バ
リ
ュ
ー
ミ
ル
ク
Ｂ

株
式
会
社
縄
商

店宮
城
県
登
米
市

豊
里
町
新
田
町

187番
９
号

鹿
島
飼
料
株
式
会
社
鹿

島
工
場

茨
木
県
神
栖
市
東
深
芝

４
番
地
２

－
4.6

1.4
0.85

1.26
6.4

22.9
17.8

ほ
乳
期
子
豚
育
成
用
配

合
飼
料

マ
ル
ニ
印
配
合
飼
料

プ
レ
ミ
ア
パ
ワ
ー
Ａ

－
6.4

6.8
0.55

0.68
3.3

15.4
17.8

若
令
牛
育
成
用
配
合
飼

料ス
ー
パ
ー
ミ
ッ
ク
ス
子

牛
用

株
式
会
社
仙
台

屋宮
城
県
石
巻
市

前
谷
地
字
馬
道

前
59番
地

協
同
飼
料
株
式
会
社
鹿

島
工
場

茨
城
県
神
栖
市
東
深
芝

２
番
６
号

－
5.8

0.9
0.83

0.94
5.4

22.8
17.8

ほ
乳
期
子
豚
育
成
用
配

合
飼
料

マ
マ
７
　
ア
ク
ト
Ｗ

（
注
）
１
　
飼
料
が
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
第
27条
第
１
項
，
第
29条
第
２
項
又
は
第
30条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
格
適
合
表
示
飼
料
で
あ
る
場
合
に
は
，
飼
料
の
名
称
の
前
に
「
〇 規 
」
を

付
け
て
い
る
。

　
　
　
２
　
「
試
験
結
果
の
概
要
」
の
欄
に
は
，
個
別
検
査
項
目
別
の
検
査
結
果
を
示
し
て
お
り
，
「
違
反
の
内
容
」
の
欄
に
は
，
表
示
成
分
量
に
対
し
て
過
不
足
が
あ
っ
た
場
合
，
そ
の
成
分
の
過
不
足
の
量
を
示
し
，
原
材
料

に
つ
い
て
違
反
が
あ
っ
た
場
合
，
そ
の
内
容
を
記
載
す
る
。

栄
養
性
に
関
す
る
検
査

平
成
17年
10月
収
去

違
反
の
内
容

試
験

結
果

の
概

要
製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

飼
料
の
名
称

収
去
場
所

製
造
事
業
場
の

名
称
及
び
所
在
地

そ
の
他

の
検
査

Ｍ
　
Ｅ

kcal/
　
　
㎏

Ｔ
Ｄ
Ｎ

　
　
％

ペ
プ
シ

ン
消
化

率
　
％

水
溶
性

窒
素
　
　
％

揮
発
性

塩
基
性

窒
素
％

粗
灰
分

　
　
％

粗
繊
維

　
　
％

り
　
ん

　
　
％

カ
ル
シ

ウ
ム
　
　
％

粗
脂
肪

　
　
％

粗
た
ん

白
質
　
　
％

－
6.3

4.8
0.76

0.92
2.6

18.6
17.9

乳
用
牛
飼
育
用
配
合
飼

料雪
印
配
合
飼
料

ニ
ュ
ー
バ
ル
キ
ィ
18

み
や
ぎ
の
酪
農

農
業
協
同
組
合

栗
原
事
業
所

宮
城
県
栗
原
市

築
館
源
光
12番

20号

石
巻
飼
料
株
式
会
社

宮
城
県
石
巻
市
三
河
町

10番
地
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－
75.0

5.5
4.2

0.58
0.75

2.6
22.3

17.9

ほ
乳
期
子
牛
育
成
用
配

合
飼
料

明
治
配
合
飼
料

プ
レ
ミ
ア
ム
メ
イ
ス

タ
ー
タ
ー

同
左

明
治
飼
糧
株
式
会
社
瀬

峰
工
場

宮
城
県
栗
原
市
瀬
峰
新

下
藤
沢
57番
１
号

－
72.7

5.7
5.4

0.60
0.56

2.6
18.4

17.9

乳
用
牛
飼
育
用
配
合
飼

料明
治
配
合
飼
料

Ｐ
Ｆ
４

－
71.8

4.8
5.1

0.62
0.53

2.6
12.8

17.10
肉
用
牛
肥
育
用
配
合
飼

料白
鳥
ビ
ー
フ
後
期
70

－
3,130

5.4
1.5

0.85
1.26

5.2
23.4

17.10

幼
す
う
育
成
用
配
合
飼

料ク
リ
ー
ン
１
号
ク
ラ
ン

ブ
ル

同
左

伊
藤
忠
飼
料
株
式
会
社

石
巻
工
場

宮
城
県
石
巻
市
三
河
町

13番
地

－
90.0

4.8
0.5

0.64
0.83

6.0
23.4

17.10
ほ
乳
期
子
豚
育
成
用
配

合
飼
料

平
牧
前
期

－
87.0

4.7
0.4

0.73
1.14

6.4
22.8

17.10

ほ
乳
期
子
豚
育
成
用
配

合
飼
料

イ
ト
ー
チ
ュ
ー

モ
ア
ア
ッ
プ
パ
ワ
ー
Ａ

－
72.8

5.6
3.7

0.55
0.88

3.3
14.2

17.10
肉
用
牛
肥
育
用
配
合
飼

料肉
牛
肥
育
用

同
左

清
水
港
飼
料
株
式
会
社

石
巻
工
場

宮
城
県
石
巻
市
三
河
町

11番
地

－
74.7

4.8
4.3

0.30
0.34

3.4
13.8

17.10
肉
用
牛
肥
育
用
配
合
飼
料

和
牛
肥
育
用
飼
料

ば
く
麦
無
添
加

－
73.7

5.3
2.7

0.57
0.90

3.0
18.5

17.10
幼
令
肉
用
牛
育
成
用
配

合
飼
料

グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
16

－
4.4

5.8
0.51

0.67
5.8

30.7
17.9

乳
用
牛
飼
育
用
配
合
飼

料豊
年
ス
タ
ー
ト
メ
イ
ト

乳
牛
用

武
陽
食
品
株
式

会
社
飼
料
部
宮

城
営
業
所

宮
城
県
遠
田
郡

美
里
町
字
藤
ヶ

崎
町
116番

地

株
式
会
社
Ｊ
－
オ
イ
ル

ミ
ル
ズ
静
岡
事
業
所

静
岡
県
静
岡
市
清
水
区

新
港
町
２
番
地
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－
5.9

6.8
0.55

0.78
3.2

19.5
17.10

若
令
牛
育
成
用
配
合
飼

料全
酪
育
成
前
期

み
や
ぎ
の
酪
農

農
業
協
同
組
合

宮
城
県
遠
田
郡

美
里
町
北
浦
字

道
祖
神
16番
地

全
国
酪
農
業
協
同
組
合

連
合
会
鹿
島
飼
料
工
場

茨
城
県
神
栖
市
東
深
芝

２
番
14号

（
注
）
１
　
飼
料
が
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
第
27条
第
１
項
，
第
29条
第
２
項
又
は
第
30条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
格
適
合
表
示
飼
料
で
あ
る
場
合
に
は
，
飼
料
の
名
称
の
前
に
「
〇 規 
」
を

付
け
て
い
る
。

　
　
　
２
　
「
試
験
結
果
の
概
要
」
の
欄
に
は
，
個
別
検
査
項
目
別
の
検
査
結
果
を
示
し
て
お
り
，
「
違
反
の
内
容
」
の
欄
に
は
，
表
示
成
分
量
に
対
し
て
過
不
足
が
あ
っ
た
場
合
，
そ
の
成
分
の
過
不
足
の
量
を
示
し
，
原
材
料

に
つ
い
て
違
反
が
あ
っ
た
場
合
，
そ
の
内
容
を
記
載
す
る
。

栄
養
性
に
関
す
る
検
査

平
成
17年
11月
収
去

違
反
の
内
容

試
験

結
果

の
概

要
製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

飼
料
の
名
称

収
去
場
所

製
造
事
業
場
の

名
称
及
び
所
在
地

そ
の
他

の
検
査

Ｍ
　
Ｅ

kcal/
　
　
㎏

Ｔ
Ｄ
Ｎ

　
　
％

ペ
プ
シ

ン
消
化

率
　
％

水
溶
性

窒
素
　
　
％

揮
発
性

塩
基
性

窒
素
％

粗
灰
分

　
　
％

粗
繊
維

　
　
％

り
　
ん

　
　
％

カ
ル
シ

ウ
ム
　
　
％

粗
脂
肪

　
　
％

粗
た
ん

白
質
　
　
％

－
5.8

11.6
13.1

17.11
乳
用
混
合
飼
料

全
酪
Ｔ
Ｍ
40

同
左

青
バ
ラ
運
輸
有
限
会
社

宮
城
県
石
巻
市
門
脇
字

明
神
６
番
４
号

－
0.15

14.5
66.8

17.11
魚
粉
飼
料
用
65％
魚
粉

同
左

三
陸
フ
イ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル
株
式
会
社
魚
町
事
業

所宮
城
県
石
巻
市
魚
町
一

丁
目
２
番
７
号

－
0.18

17.5
62.4

17.11
魚
粉
60％
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル

同
左

協
同
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル
工
業
株
式
会
社
石
巻

事
業
所

宮
城
県
石
巻
市
魚
町
１

丁
目
２
番
６
号

（
注
）
１
　
飼
料
が
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
第
27条
第
１
項
，
第
29条
第
２
項
又
は
第
30条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
格
適
合
表
示
飼
料
で
あ
る
場
合
に
は
，
飼
料
の
名
称
の
前
に
「
〇 規 
」
を

付
け
て
い
る
。

　
　
　
２
　
「
試
験
結
果
の
概
要
」
の
欄
に
は
，
個
別
検
査
項
目
別
の
検
査
結
果
を
示
し
て
お
り
，
「
違
反
の
内
容
」
の
欄
に
は
，
表
示
成
分
量
に
対
し
て
過
不
足
が
あ
っ
た
場
合
，
そ
の
成
分
の
過
不
足
の
量
を
示
し
，
原
材
料

に
つ
い
て
違
反
が
あ
っ
た
場
合
，
そ
の
内
容
を
記
載
す
る
。

安
全
性
に
関
す
る
検
査

平
成
17年
９
月
収
去
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違
反
の
有
無
及
び
違
反
の
内
容

試
　
　
験
　
　
項
　
　
目

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

飼
料
又
は
飼
料
添
加
物
の
名
称

飼
料
又
は
飼
料
添
加
物

の
区
分

収
去
場
所

製
造
事
業
場
の
名
称

及
び
所
在
地
　
　
　

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.9
こ
だ
わ
り
の
素

ビ
ー
ル
粕
・
大
豆
皮
混

合
飼
料

同
左

有
限
会
社
ミ
ヤ
ギ
総
合

フ
ァ
ー
ム

宮
城
県
石
巻
市
福
地
字

堤
上
112－

２
番
地

無

抗
生
物
質
－
ア
ビ
ラ
マ
イ
シ
ン
，
硫
酸
コ
リ
ス
チ
ン

合
成
抗
菌
剤
－
ク
エ
ン
酸
モ
ラ
ン
テ
ル

抗
酸
化
剤
－
エ
ト
キ
シ
キ
ン

重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.8
マ
ル
ニ
印
配
合
飼
料

バ
リ
ュ
ー
ミ
ル
ク
Ｂ

ほ
乳
期
子
豚
育
成
用
配

合
飼
料

株
式
会
社
縄
商

店宮
城
県
登
米
市

豊
里
町
新
田
町

187番
９
号

鹿
島
飼
料
株
式
会
社
鹿

島
工
場

茨
城
県
神
栖
市
東
深
芝

４
番
地
２

無

抗
生
物
質
－
硫
酸
コ
リ
ス
チ
ン
 

合
成
抗
菌
剤
－
ク
エ
ン
酸
モ
ラ
ン
テ
ル

抗
酸
化
剤
－
エ
ト
キ
シ
キ
ン
 

重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.8
マ
ル
ニ
印
配
合
飼
料

プ
レ
ミ
ア
パ
ワ
ー
Ａ

ほ
乳
期
子
豚
育
成
用
配

合
飼
料

無
抗
酸
化
剤
－
エ
ト
キ
シ
キ
ン
 

重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.8
ス
ー
パ
ー
ミ
ッ
ク
ス
子
牛
用

若
令
牛
育
成
用
配
合
飼

料
株
式
会
社
仙
台

屋宮
城
県
石
巻
市

前
谷
地
字
馬
道

前
59番
地

協
同
飼
料
株
式
会
社
鹿

島
工
場

茨
城
県
神
栖
市
東
深
芝

２
番
６
号

無

抗
生
物
質
－
ア
ビ
ラ
マ
イ
シ
ン
，
硫
酸
コ
リ
ス
チ
ン

合
成
抗
菌
剤
－
ク
エ
ン
酸
モ
ラ
ン
テ
ル

抗
酸
化
剤
－
エ
ト
キ
シ
キ
ン

重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀
 

17.8
マ
マ
 ７
　
ア
ク
ト
Ｗ

ほ
乳
期
子
豚
育
成
用
配

合
飼
料

（
注
）
１
　
飼
料
が
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
第
27条
第
１
項
，
第
29条
第
２
項
又
は
第
30条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
格
適
合
表
示
飼
料
で
あ
る
場
合
に
は
，
飼
料
の
名
称
の
前
に
「
〇 規 
」
を
付
け
て
い

る
。

　
　
　
２
　
「
違
反
の
有
無
及
び
違
反
の
内
容
」
の
欄
に
は
，
違
反
の
有
無
を
記
載
し
，
違
反
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
，
そ
の
違
反
の
内
容
，
違
反
と
な
っ
た
試
験
項
目
及
び
そ
の
試
験
値
を
記
載
す
る
。

安
全
性
に
関
す
る
検
査

平
成
17年
10月
収
去

違
反
の
有
無
及
び
違
反
の
内
容

試
　
　
験
　
　
項
　
　
目

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

飼
料
又
は
飼
料
添
加
物
の
名
称

飼
料
又
は
飼
料
添
加
物

の
区
分

収
去
場
所

製
造
事
業
場
の
名
称

及
び
所
在
地
　
　
　

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.9
雪
印
配
合
飼
料

ニ
ュ
ー
バ
ル
キ
ィ
18

乳
用
牛
飼
育
用
配
合
飼

料

み
や
ぎ
の
酪
農

農
業
協
同
組
合

栗
原
事
業
所
  

宮
城
県
栗
原
市

築
館
源
光
12番

20号

石
巻
飼
料
株
式
会
社

宮
城
県
石
巻
市
三
河
町

10番
地
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無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.9
明
治
配
合
飼
料

プ
レ
ミ
ア
ム
メ
イ
ス
タ
ー
タ
ー

ほ
乳
期
子
牛
育
成
用
配

合
飼
料

同
左

明
治
飼
糧
株
式
会
社
瀬

峰
工
場

宮
城
県
栗
原
市
瀬
峰
新

下
藤
沢
57番
１
号

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.9
明
治
配
合
飼
料

Ｐ
Ｆ
４

乳
用
牛
飼
育
用
配
合
飼

料

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.10
白
鳥
ビ
ー
フ
後
期
70

肉
用
牛
肥
育
用
配
合
飼

料

無
抗
酸
化
剤
－
エ
ト
キ
シ
キ
ン

重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.10
ク
リ
ー
ン
１
号
ク
ラ
ン
ブ
ル

幼
す
う
育
成
用
配
合
飼

料
同
左

伊
藤
忠
飼
料
株
式
会
社

石
巻
工
場

宮
城
県
石
巻
市
三
河
町

13番
地

無

抗
生
物
質
－
ア
ビ
ラ
マ
イ
シ
ン

合
成
抗
菌
剤
－
ク
エ
ン
酸
モ
ラ
ン
テ
ル

抗
酸
化
剤
－
エ
ト
キ
シ
キ
ン

重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.10
平
牧
前
期

ほ
乳
期
子
豚
育
成
用
配

合
飼
料

無

抗
生
物
質
－
ア
ビ
ラ
マ
イ
シ
ン
，
硫
酸
コ
リ
ス
チ
ン

合
成
抗
菌
剤
－
ク
エ
ン
酸
モ
ラ
ン
テ
ル

抗
酸
化
剤
－
エ
ト
キ
シ
キ
ン

重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.10
イ
ト
ー
チ
ュ
ー

モ
ア
ア
ッ
プ
パ
ワ
ー
Ａ

ほ
乳
期
子
豚
育
成
用
配

合
飼
料

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.10
肉
牛
肥
育
用

肉
用
牛
肥
育
用
配
合
飼

料
同
左

清
水
港
飼
料
株
式
会
社

石
巻
工
場

宮
城
県
石
巻
市
三
河
町

11番
地

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.10
和
牛
肥
育
用
飼
料

ば
く
麦
無
添
加

肉
用
牛
肥
育
用
配
合
飼

料

無
抗
生
物
質
－
モ
ネ
ン
シ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム

重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.10
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
16

幼
令
肉
用
牛
育
成
用
配

合
飼
料

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.9
豊
年
ス
タ
ー
ト
メ
イ
ト
乳
牛
用

乳
用
牛
飼
育
用
配
合
飼

料

武
陽
食
品
株
式

会
社
飼
料
部
宮

城
営
業
所

宮
城
県
遠
田
郡

美
里
町
字
藤
ヶ

崎
町
116番

地

株
式
会
社
Ｊ
－
オ
イ
ル

ミ
ル
ズ
静
岡
事
業
所

静
岡
県
静
岡
市
清
水
区

新
港
町
２
番
地

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.10
全
酪
育
成
前
期

若
令
牛
育
成
用
配
合
飼

料

み
や
ぎ
の
酪
農

農
業
協
同
組
合

宮
城
県
遠
田
郡

美
里
町
北
浦
字

道
祖
神
16番
地

全
国
酪
農
業
協
同
組
合

連
合
会
鹿
島
飼
料
工
場

茨
城
県
神
栖
市
東
深
芝

２
番
14号

（
注
）
１
　
飼
料
が
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
第
27条
第
１
項
，
第
29条
第
２
項
又
は
第
30条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
格
適
合
表
示
飼
料
で
あ
る
場
合
に
は
，
飼
料
の
名
称
の
前
に
「
〇 規 
」
を
付
け
て
い

る
。

　
　
　
２
　
「
違
反
の
有
無
及
び
違
反
の
内
容
」
の
欄
に
は
，
違
反
の
有
無
を
記
載
し
，
違
反
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
，
そ
の
違
反
の
内
容
，
違
反
と
な
っ
た
試
験
項
目
及
び
そ
の
試
験
値
を
記
載
す
る
。



〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
九
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
家

畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

家
畜
伝
染
病
の
種
類

　
　

ヨ
ー
ネ
病

二　

畜
種

　
　

牛
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
）

三　

患
畜
及
び
疑
似
患
畜
の
区
分
並
び
に
そ
の
頭
数

　
　

患
畜　

二
頭

四　

発
生
の
場
所
又
は
区
域

　
　

仙
台
市
並
び
に
角
田
市
各
一
頭

五　

発
生
年
月
日

　
　

仙
台
市　

平
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日

　
　

角
田
市　

平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

六　

患
畜
の
取
扱
い

　
　

患
畜　

法
令
殺

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
号

　

県
営
森
菱
沼
地
区
土
地
改
良
事
業
（
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
で
準
用
す
る
同

法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異

議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十

七
条
の
三
第
六
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
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違
反
の
有
無
及
び
違
反
の
内
容

試
　
　
験
　
　
項
　
　
目

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

飼
料
又
は
飼
料
添
加
物
の
名
称

飼
料
又
は
飼
料
添
加
物

の
区
分

収
去
場
所

製
造
事
業
場
の
名
称

及
び
所
在
地
　
　
　

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.11
全
酪
Ｔ
Ｍ
40

乳
用
混
合
飼
料

同
左

青
バ
ラ
運
輸
有
限
会
社

宮
城
県
石
巻
市
門
脇
字

明
神
６
番
４
号

無
抗
酸
化
剤
－
エ
ト
キ
シ
キ
ン

重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.11
飼
料
用
65％
魚
粉

魚
粉

同
左

三
陸
フ
イ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル
株
式
会
社
魚
町
事
業

所宮
城
県
石
巻
市
魚
町
一

丁
目
２
番
７
号

無
抗
酸
化
剤
－
エ
ト
キ
シ
キ
ン

重
　
金
　
属
－
鉛
，
カ
ド
ミ
ウ
ム
，
水
銀

17.11
60％
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ル

魚
粉

同
左

協
同
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル
工
業
株
式
会
社
石
巻

事
業
所

宮
城
県
石
巻
市
魚
町
１

丁
目
２
番
６
号

安
全
性
に
関
す
る
検
査

平
成
17年
11月
収
去

（
注
）
１
　
飼
料
が
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
第
27条
第
１
項
又
は
第
29条
第
２
項
又
は
第
30条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
格
適
合
表
示
飼
料
で
あ
る
場
合
に
は
，
飼
料
の
名
称
の
前
に
「
〇 規 
」
を
付
け
て

い
る
。

　
　
　
２
　
「
違
反
の
有
無
及
び
違
反
の
内
容
」
の
欄
に
は
，
違
反
の
有
無
を
記
載
し
，
違
反
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
，
そ
の
違
反
の
内
容
，
違
反
と
な
っ
た
試
験
項
目
及
び
そ
の
試
験
値
を
記
載
す
る
。



翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え

を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
十
八
年
四
月
十
日
か
ら
同
年
五
月
十
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

栗
原
市
役
所

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
一
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
袖
浜
一
の
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

魚
つ
き

三　

解
除
の
理
由

　
　

道
路
用
地
と
す
る
た
め

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
産
業
経
済
部
森
林
整
備
課
）
及
び
南
三
陸
町
役
場
（
産
業

振
興
課
）
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
二
号

　

卸
売
市
場
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
地
方
卸
売

市
場
に
お
け
る
卸
売
業
務
を
許
可
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

卸
売
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
事
務
所
の
所
在
地

　
　

株
式
会
社
女
川
魚
市
場

　
　

代
表
取
締
役
社
長　

木
村　

稔

　
　

牡
鹿
郡
女
川
町
宮
ヶ
崎
字
宮
ヶ
崎
八
十
七
番
地

二　

卸
売
業
務
を
行
う
市
場
の
名
称
、
所
在
地
及
び
取
扱
品
目

　
　

女
川
町
地
方
卸
売
市
場

　
　

牡
鹿
郡
女
川
町
宮
ヶ
崎
字
宮
ヶ
崎
地
先

　
　

生
鮮
水
産
物
及
び
そ
の
加
工
品

三　

許
可
年
月
日

　
　

平
成
十
八
年
三
月
三
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
三
号

　

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
し
ゅ
ん
功
認
可
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

し
ゅ
ん
功
認
可
年
月
日

　
　

平
成
十
八
年
三
月
三
十
日

二　

し
ゅ
ん
功
認
可
を
受
け
た
者
の
名
称

　
　

宮
城
県

三　

埋
立
区
域

　

１　

位　

置

　
　
　

特
定
第
三
種
石
巻
漁
港
区
域
内

　

石
巻
市
魚
町
一
丁
目
の
昭
和
五
十
五
年
一
月
十
六
日
付
け
宮
城
県
指
令
第
一
四
二
四
四
号
の
免
許
に
係
る
埋
立

区
域
の
地
先
公
有
水
面

　

２　

区　

域

　

次
の
イ
の
地
点
か
ら
ソ
の
地
点
ま
で
を
順
次
直
線
で
結
ん
だ
線
、
ソ
の
地
点
と
ツ
の
地
点
と
ネ
の
地
点
及
び
イ

の
地
点
を
結
ぶ
昭
和
五
十
五
年
一
月
十
六
日
付
け
宮
城
県
指
令
第
一
四
二
四
四
号
の
免
許
に
係
る
埋
立
区
域
と
公

有
水
面
の
境
界
線
（
Ｄ
Ｌ
プ
ラ
ス
一
・
七
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

　

イ
の
地
点　

石
巻
市
雲
雀
野
町
一
丁
目
地
先
に
設
置
さ
れ
た
四
等
三
角
点
（
北
緯
三
八
度
二
四
分
五
〇
秒
、
東

経
一
四
一
度
一
八
分
三
六
秒
）
を
基
点
と
し
、
基
点
か
ら
一
二
五
度
三
六
分
三
四
秒
、
七
七
九
・
〇
五
〇
メ
ー
ト

ル
の
地
点

ロ
の
地
点　

イ
の
地
点
か
ら 

二
二
一
度
一
一
分
五
〇
秒 

四
四
・
〇
四
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ハ
の
地
点　

ロ
の
地
点
か
ら 

一
七
六
度
〇
〇
分
二
六
秒 

四
四
・
九
七
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ニ
の
地
点　

ハ
の
地
点
か
ら 

一
〇
四
度
二
四
分
〇
六
秒 

三
・
一
五
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ホ
の
地
点　

ニ
の
地
点
か
ら 

一
七
六
度
〇
五
分
三
七
秒 

八
・
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヘ
の
地
点　

ホ
の
地
点
か
ら 

二
四
七
度
三
七
分
〇
一
秒 

三
・
一
六
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点
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ト
の
地
点 

ヘ
の
地
点
か
ら 

一
七
六
度
〇
一
分
〇
二
秒 

七
九
・
九
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

チ
の
地
点 

ト
の
地
点
か
ら 

一
〇
四
度
二
〇
分
一
〇
秒 

三
・
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

リ
の
地
点 

チ
の
地
点
か
ら 

一
七
五
度
五
六
分
五
五
秒 

八
・
〇
一
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヌ
の
地
点 

リ
の
地
点
か
ら 

二
四
七
度
五
三
分
五
八
秒 

三
・
一
六
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ル
の
地
点 

ヌ
の
地
点
か
ら 

一
七
六
度
〇
二
分
五
一
秒 

七
九
・
九
九
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヲ
の
地
点 

ル
の
地
点
か
ら 

一
〇
四
度
三
一
分
五
五
秒 

三
・
一
六
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ワ
の
地
点 

ヲ
の
地
点
か
ら 

一
七
五
度
五
七
分
一
三
秒 

七
・
九
九
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

カ
の
地
点 

ワ
の
地
点
か
ら 

二
四
七
度
四
九
分
五
七
秒 

三
・
一
六
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヨ
の
地
点 

カ
の
地
点
か
ら 

一
七
五
度
五
八
分
三
九
秒 

五
一
・
八
五
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

タ
の
地
点 

ヨ
の
地
点
か
ら 

三
一
〇
度
五
三
分
四
〇
秒 

六
九
・
七
九
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

レ
の
地
点 

タ
の
地
点
か
ら 

三
四
三
度
〇
五
分
二
一
秒 
二
三
七
・
七
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ソ
の
地
点 

レ
の
地
点
か
ら 

三
四
三
度
〇
三
分
二
一
秒 

三
七
・
四
〇
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ツ
の
地
点 

ソ
の
地
点
か
ら 

八
六
度
〇
九
分
二
八
秒 

五
・
一
三
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ネ
の
地
点 

ツ
の
地
点
か
ら 

八
六
度
〇
九
分
三
六
秒 
一
三
一
・
一
九
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　

３　

面　

積

　
　
　

二
三
、
二
七
五
・
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

四　

免
許
の
年
月
日
及
び
番
号

　
　

平
成
六
年
七
月
一
日　

宮
城
県
（
漁
整
）
指
令
第
八
号

五　

公
有
水
面
埋
立
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
市
又
は
町

　
　

石
巻
市

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
四
号

　

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
し
ゅ
ん
功
認
可
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

し
ゅ
ん
功
認
可
年
月
日

　
　

平
成
十
八
年
三
月
三
十
日

二　

し
ゅ
ん
功
認
可
を
受
け
た
者
の
名
称

　
　

宮
城
県

三　

埋
立
区
域

　

１　

位　

置

　
　
　

特
定
第
三
種
石
巻
漁
港
区
域
内

　
　

（
区
域
２
）

石
巻
市
魚
町
一
丁
目
二
六
番
一
、
二
六
番
四
、
二
八
番
一
、
二
八
番
二
、
二
八
番
三
、
二
九
番
一
、
二
九
番
二
、

三
〇
番
、
三
一
番
及
び
三
二
番
に
隣
接
す
る
公
有
水
面

　
　

（
区
域
３
）

石
巻
市
魚
町
一
丁
目
二
番
二
一
、
二
番
二
二
、
二
番
二
四
、
二
六
番
一
及
び
二
六
番
四
に
隣
接
す
る
公
有
水
面

　

２　

区　

域

　
　

（
区
域
２
）

　
　
　

次
の
各
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
及
び
イ
点
と
ソ
点
と
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

イ
点　

石
巻
市
魚
町
一
丁
目
二
番
二
一
号
地
内
に
設
置
し
た
標
柱
（
北
緯
三
八
度
二
四
分
三
七
秒
、
東
経
一
四

一
度
一
九
分
三
二
秒
）
を
基
点
と
し
、
基
点
か
ら
三
〇
〇
度
五
九
分
五
八
秒
、
三
三
五
・
三
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
地
点

ロ
の
地
点 

イ
の
地
点
か
ら 

一
七
六
度
〇
七
分
二
一
秒 

二
七
・
四
三
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ハ
の
地
点 

ロ
の
地
点
か
ら 

一
七
六
度
〇
六
分
五
七
秒 

一
〇
・
〇
六
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ニ
の
地
点 

ハ
の
地
点
か
ら 

二
六
六
度
〇
八
分
四
〇
秒 
四
五
四
・
四
八
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ホ
の
地
点 

ニ
の
地
点
か
ら 

一
七
六
度
一
〇
分
一
四
秒 
一
八
〇
・
〇
九
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヘ
の
地
点 

ホ
の
地
点
か
ら 

二
五
九
度
一
〇
分
三
八
秒 

六
・
〇
四
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ト
の
地
点 

ヘ
の
地
点
か
ら 

二
六
六
度
〇
九
分
三
六
秒 
一
三
一
・
一
九
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

チ
の
地
点 

ト
の
地
点
か
ら 

二
六
五
度
五
一
分
四
三
秒 

五
・
一
三
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

リ
の
地
点 

チ
の
地
点
か
ら 

三
四
三
度
〇
三
分
二
四
秒 
二
二
四
・
二
一
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヌ
の
地
点 

リ
の
地
点
か
ら 

八
六
度
〇
九
分
二
八
秒 

五
・
一
三
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ル
の
地
点 

ヌ
の
地
点
か
ら 

八
六
度
〇
八
分
四
五
秒 

〇
・
四
七
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヲ
の
地
点 

ル
の
地
点
か
ら 

八
六
度
〇
九
分
三
二
秒 
一
五
六
・
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ワ
の
地
点 

ヲ
の
地
点
か
ら 

八
六
度
一
〇
分
三
一
秒 

三
〇
・
九
七
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

カ
の
地
点 

ワ
の
地
点
か
ら 

八
六
度
〇
八
分
三
〇
秒 
一
九
四
・
六
四
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヨ
の
地
点 

カ
の
地
点
か
ら 

八
六
度
〇
八
分
三
三
秒 

五
六
・
〇
八
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

タ
の
地
点 

ヨ
の
地
点
か
ら 

八
六
度
〇
七
分
一
七
秒 

三
〇
・
九
四
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

レ
の
地
点 

タ
の
地
点
か
ら 

八
六
度
一
〇
分
〇
〇
秒 
一
六
四
・
七
五
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ソ
の
地
点 

レ
の
地
点
か
ら 

八
六
度
一
一
分
三
四
秒 

五
・
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　

（
区
域
３
）

　

次
の
各
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
及
び
ツ
点
と
ノ
点
と
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
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ツ
点　

石
巻
市
魚
町
一
丁
目
二
番
二
一
号
地
内
に
設
置
し
た
標
柱
（
北
緯
三
八
度
二
四
分
三
七
秒
、
東
経
一
四

一
度
一
九
分
三
二
秒
）
を
基
点
と
し
、
基
点
か
ら
一
八
一
度
四
六
分
一
八
秒
、
一
五
二
・
五
八
九
メ
ー
ト

ル
の
地
点

ネ
の
地
点 

ツ
の
地
点
か
ら 

二
六
六
度
一
五
分
〇
七
秒 

二
七
・
五
〇
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ナ
の
地
点 

ネ
の
地
点
か
ら 

二
六
六
度
二
〇
分
五
一
秒 

九
・
九
九
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ラ
の
地
点 

ナ
の
地
点
か
ら 

三
五
六
度
〇
八
分
二
三
秒 

九
五
・
七
六
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ム
の
地
点 

ラ
の
地
点
か
ら 

八
六
度
一
四
分
三
六
秒 

九
・
九
六
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ウ
の
地
点 

ム
の
地
点
か
ら 

八
六
度
一
四
分
一
九
秒 

二
七
・
五
一
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ヰ
の
地
点 

ウ
の
地
点
か
ら 

一
七
六
度
〇
六
分
四
六
秒 

五
・
七
三
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

ノ
の
地
点 

ヰ
の
地
点
か
ら 

一
七
六
度
〇
六
分
四
七
秒 

六
四
・
八
九
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　

３　

面　

積

　
　
　

五
七
、
二
八
八
・
二
一
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　

（
区
域
２
）
五
三
、
六
九
六
・
三
五
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　

（
区
域
３
）　

三
、
五
九
一
・
八
六
平
方
メ
ー
ト
ル

四　

免
許
の
年
月
日
及
び
番
号

　
　

昭
和
五
十
五
年
一
月
十
六
日　

宮
城
県
（
漁
整
）
指
令
第
一
四
二
四
四
号

五　

公
有
水
面
埋
立
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
市
又
は
町

　
　

石
巻
市

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
五
号

　

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
を
河
川
予
定
地

と
し
て
指
定
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
土
木
部
河
川
課
及
び
宮
城
県
大
崎
土
木
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

次
の
一
の
区
間
に
係
る
二
の
大
字
の
区
域
内
の
土
地
の
う
ち
、
別
紙
図
面
に
赤
色
で
着
色
し
た
部
分
の
区
域
内
の
土

地
（
図
面
省
略
）

一　

区
間

　
　

起
点　

左
岸　

大
崎
市
古
川
稲
葉
字
大
江
向
二
十
九
番

　
　
　
　
　

右
岸　

大
崎
市
古
川
稲
葉
字
大
江
向
二
十
八
番

　
　

終
点　

左
岸　

大
崎
市
古
川
米
袋
字
堤
内
六
十
番
地
先

　
　
　
　
　

右
岸　

大
崎
市
古
川
米
袋
字
水
押
二
十
一
番
一

二　

大
字

　
　

大
崎
市
古
川
稲
葉
、
古
川
米
倉
、
古
川
西
荒
井
及
び
古
川
米
袋

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
六
号

　

仙
台
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
地
区
計
画

　

２　

名
称　

中
央
一
丁
目
地
区
計
画

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
七
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
米
山
高

等
学
校
の
農
産
物
の
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
平
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日
次
の
と
お
り
委
託
し

た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

登
米
市
米
山
町
西
野
字
新
遠
田
六
十
七
番
地

　
　

ふ
る
里
セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
ド
リ
ー
ム
会

　
　

会
長　

秋　

山　
　
　

耕

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
十
八
年
四
月
三
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
八
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土

地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
工
事
を
完
了
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
河
原
地
方
振
興
事
務
所

所　

長　
　

草　
　

苅　
　
　
　
　

恭　
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届

出

者

の

名

称

地

区

名

事

業

の

名

称

工
事
完
了
年
月
日



 

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
九
号

　

仙
台
市
泉
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
日
認
可
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日
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角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

坂
津
田
上

野
田

小
規
模
土
地
改
良
事
業

小
規
模
土
地
改
良
事
業

昭
和
四
十
七
年
三
月
二
十
日

昭
和
四
十
七
年
三
月
二
十
日

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

横
堀

隈
東
南

北
新
田

塩
ノ
作

是
入

吉
原

十
二
ヶ
窪

矢
の
目

北
島

池
田

賀
川

小
斎

風
呂

小
規
模
土
地
改
良
事
業

小
規
模
土
地
改
良
事
業

小
規
模
土
地
改
良
事
業

小
規
模
排
水
対
策
特
別
事
業

土
地
改
良
総
合
整
備
特
別
事

業小
規
模
土
地
改
良
事
業

小
規
模
土
地
改
良
事
業

小
規
模
土
地
改
良
事
業

小
規
模
土
地
改
良
事
業

小
規
模
土
地
改
良
事
業

小
規
模
土
地
改
良
事
業

小
規
模
土
地
改
良
事
業

非
補
助
土
地
改
良
事
業

平
成
八
年
三
月
二
十
五
日

平
成
七
年
五
月
十
九
日

平
成
八
年
三
月
二
十
五
日

昭
和
五
十
七
年
三
月
十
七
日

昭
和
五
十
七
年
三
月
十
八
日

昭
和
四
十
八
年
三
月
二
十
日

昭
和
四
十
八
年
三
月
二
十
日

昭
和
四
十
八
年
三
月
二
十
日

昭
和
四
十
八
年
三
月
二
十
日

昭
和
四
十
八
年
三
月
二
十
日

昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一

日昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一

日昭
和
四
十
七
年
三
月
二
十
日

大
河
原
町

大
河
原
町

村
田
町

川
崎
町

川
崎
町

川
崎
町

川
崎
町

新
川
前

堤鹿
野

渡
土
手

欅
沢

金
田

内
木
戸

か
ん
が
い
排
水
事
業

農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源

農
道
整
備
事
業

か
ん
が
い
排
水
事
業

農
業
用
た
め
池
整
備
事
業

か
ん
が
い
排
水
事
業

た
め
池
等
整
備
事
業

農
道
整
備
事
業

昭
和
五
十
七
年
三
月
十
五
日

昭
和
四
十
八
年
十
月
三
十
一

日平
成
七
年
三
月
三
十
一
日

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日

平
成
六
年
三
月
二
十
五
日

平
成
六
年
三
月
二
十
五
日

昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一

日

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
隈
東
土
地
改
良
区

角
田
土
地
改
良
区

角
田
土
地
改
良
区

角
田
土
地
改
良
区

角
田
土
地
改
良
区

柴
田
町
土
地
改
良
区

柴
田
町
土
地
改
良
区

柴
田
町
土
地
改
良
区

柴
田
町
土
地
改
良
区

白
石
市
土
地
改
良
区

高
島

峯五
反
田

新
吉
原

弓
目
木

坂
津
田

稲
置

前
原

佐
倉
江
尻

冬
住

三
本
木

船
岡

千
代
の
川

船
岡

越
河

小
規
模
土
地
改
良
事
業

非
補
助
土
地
改
良
事
業

小
規
模
土
地
改
良
事
業

小
規
模
土
地
改
良
事
業

小
規
模
土
地
改
良
事
業

積
雪
寒
冷
単
作
土
地
改
良
事

業か
ん
が
い
排
水
事
業

か
ん
が
い
排
水
事
業

か
ん
が
い
排
水
事
業

積
雪
寒
冷
単
作
土
地
改
良
事

業小
規
模
土
地
改
良
事
業

小
規
模
土
地
改
良
事
業

小
規
模
土
地
改
良
事
業

積
雪
寒
冷
単
作
土
地
改
良
事

業ほ
場
整
備
事
業

昭
和
四
十
七
年
一
月
三
十
一

日昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
一

日昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
一

日昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
一

日昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一

日昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一

日昭
和
四
十
八
年
三
月
二
十
八

日昭
和
四
十
六
年
三
月
二
十
二

日昭
和
四
十
六
年
三
月
二
十
九

日昭
和
四
十
四
年
三
月
二
十
七

日昭
和
四
十
八
年
三
月
二
十
日

昭
和
四
十
八
年
三
月
十
日

昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
日

昭
和
四
十
七
年
三
月
二
十
日

昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一

日



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所

所　

長　
　

大　
　

野　
　
　
　
　

裕　
　
　

 
公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
三
十
三
号

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
百
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
し
た
左
記

の
証
票
（
地
色　

銀
色
）
は
、
平
成
十
八
年
三
月
二
十
二
日
以
降
無
効
と
す
る
。

　
　

平
成
十
八
年
四
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会

委

員

長　
　

槻　
　

田　
　

久　
　

純　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記 
監
査
委
員
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一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
河
原
六
十
九
の
二
及
び
六
十
九

の
十
四

　

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
東
桜
一
丁
目
九
の
二
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社　

一
光

証

票

番

号

証

票

番

号

�候
 
　

第
三
号
の
〇
二
七　

平
成
十
八
年
三
月
ま
で
有
効

�団
 
　

第
三
号
の
〇
三
〇　

平
成
十
八
年
三
月
ま
で
有
効

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
２
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）
第
199条

第
４
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
17年
度
第
４
四
半
期
に
実
施
し
た
普

通
会
計
に
係
る
定
期
監
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
平
成
18年
４
月
７
日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
菊
　
　
地
　
　
　
　
　
浩
　
　
　

　
 

宮
城
県
監
査
委
員
　
　
藤
　
　
原
　
　
範
　
　
典
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
阿
　
　
部
　
　
　
　
　
徹
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
谷
地
森
　
　
涼
　
　
子
　
　
　

１
　
監
査
実
施
機
関
及
び
監
査
実
施
年
月
日

監
査
実
施
機
関
 

監
査
実
施
日
　　
　
　
　

　
地
方
機
関

　
〇
総
務
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
          

　
　
仙
台
南
県
税
事
務
所
 

２
月
９
日
　
　
　
　
　

　
〇
環
境
生
活
部

　
　
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
 

２
月
８
日
　
　
　
　
　

　
　
（
旧
）
民
間
非
営
利
活
動
プ
ラ
ザ
 

２
月
16日
　
　
　
　
　

　
〇
保
健
福
祉
部
                                          　

　
　
　
　
　
　

　
　
総
合
衛
生
学
院
 

１
月
６
日
　
　
　
　
　

　
〇
産
業
経
済
部
                                      　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
古
川
地
方
振
興
事
務
所
 

２
月
８
日
　
　
　
　
　

　
　
仙
台
高
等
技
術
専
門
校
 

１
月
19日
　
　
　
　
　

　
　
気
仙
沼
高
等
技
術
専
門
校
 

２
月
16日
　
　
　
　
　

　
　
宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
 

２
月
20日
　
　
　
　
　

　
　
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
 

　
２
月
14日
　
　
　
　
　

　
〇
土
木
部

　
　
仙
台
土
木
事
務
所
 

２
月
９
日
　
　
　
　
　

　
　
古
川
土
木
事
務
所
 

２
月
８
日
　
　
　
　
　

　
　
仙
台
港
湾
事
務
所
 

２
月
６
日
　
　
　
　
　

　
　
塩
釜
港
湾
事
務
所
 

１
月
11日
　
　
　
　
　

　
　
石
巻
港
湾
事
務
所
　
 

２
月
９
日
　
　
　
　
　

　
　
大
崎
地
方
ダ
ム
総
合
事
務
所
  

２
月
７
日
　
　
　
　
　

　
〇
教
育
庁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
仙
台
第
一
高
等
学
校
 

２
月
２
日
　
　
　
　
　

　
　
仙
台
第
二
高
等
学
校
　
 

１
月
26日
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仙
台
第
三
高
等
学
校
　
 

２
月
13日
　
　
　
　
　

　
　
塩
釜
高
等
学
校
　
 

２
月
22日
　
　
　
　
　

　
　
白
石
高
等
学
校
　
 

１
月
27日
　
　
　
　
　

　
　
石
巻
高
等
学
校
　
 

１
月
24日
　
　
　
　
　

 　
　
気
仙
沼
高
等
学
校
（
旧
鼎
が
浦
高
等
学
校
を
含
む
） 

１
月
10日
　
　
　
　
　

　
　
第
一
女
子
高
等
学
校
 

２
月
３
日
　
　
　
　
　

　
　
第
三
女
子
高
等
学
校
 

２
月
３
日
　
　
　
　
　

　
　
塩
釜
女
子
高
等
学
校
 

１
月
20日
　
　
　
　
　

　
　
石
巻
女
子
高
等
学
校
 

２
月
15日
　
　
　
　
　

　
　
名
取
高
等
学
校
 

１
月
31日
　
　
　
　
　

　
　
飯
野
川
高
等
学
校
 

２
月
７
日
　
　
　
　
　

　
　
涌
谷
高
等
学
校
 

２
月
21日
　
　
　
　
　

　
　
登
米
高
等
学
校
  

２
月
10日
　
　
　
　
　

　
　
志
津
川
高
等
学
校
  

１
月
６
日
　
　
　
　
　

　
　
中
新
田
高
等
学
校
   

２
月
17日
　
　
　
　
　

　
　
女
川
高
等
学
校
  

１
月
27日
　
　
　
　
　

　
　
仙
台
南
高
等
学
校
 

２
月
17日
　
　
　
　
　

　
　
泉
松
陵
高
等
学
校
 

２
月
21日
　
　
　
　
　

　
　
泉
館
山
高
等
学
校
 

１
月
19日
　
　
　
　
　

　
　
宮
城
野
高
等
学
校
 

２
月
15日
　
　
　
　
　

　
　
蔵
王
高
等
学
校
 

２
月
23日
　
　
　
　
　

　
　
農
業
高
等
学
校
   

２
月
13日
　
　
　
　
　

　
　
黒
川
高
等
学
校
  

１
月
30日
　
　
　
　
　

　
　
加
美
農
業
高
等
学
校
  

１
月
25日
　
　
　
　
　

　
　
小
牛
田
農
林
高
等
学
校
  

２
月
６
日
　
　
　
　
　

　
　
米
山
高
等
学
校
   

２
月
14日
　
　
　
　
　

　
　
気
仙
沼
向
洋
高
等
学
校
 

２
月
１
日
　
　
　
　
　

　
　
工
業
高
等
学
校
  

２
月
24日
　
　
　
　
　

　
　
大
河
原
商
業
高
等
学
校
  

２
月
７
日
　
　
　
　
　

　
　
石
巻
商
業
高
等
学
校
  

１
月
23日
　
　
　
　
　

　
　
鹿
島
台
商
業
高
等
学
校
 

　
２
月
１
日
　
　
　
　
　

　
　
一
迫
商
業
高
等
学
校
 

　
２
月
２
日
　
　
　
　
　

　
　
盲
学
校
  

１
月
10日
　
　
　
　
　

　
　
ろ
う
学
校
 

２
月
20日
　
　
　
　
　

　
　
光
明
養
護
学
校
 

１
月
31日
　
　
　
　
　

　
　
船
岡
養
護
学
校
  

１
月
26日
　
　
　
　
　

　
　
角
田
養
護
学
校
 

　
１
月
24日
　
　
　
　
　

　
　
石
巻
養
護
学
校
  

１
月
11日
　
　
　
　
　

　
　
気
仙
沼
養
護
学
校
 

１
月
30日
　
　
　
　
　

　
　
利
府
養
護
学
校
 

２
月
３
日
　
　
　
　
　

　
　
迫
養
護
学
校
 

２
月
10日
　
　
　
　
　

２
　
監
査
結
果

　
平
成
16年
度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
事
実
が
地
方
自
治
法
第
２
条
第
14項
及
び
第
15項
の
規
定
の
趣
旨

に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
，
特
に
意
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
り
，
そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
関
係
機
関

に
注
意
を
し
ま
し
た
。

記

　
�
　
仙
台
南
県
税
事
務
所

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
今
後
と
も
収
納
促
進
と
収
入
未
済
の
発
生
防
止
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
，
適
切
な
債
権
管
理
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
な
お
，
納
税
の
催
告
や
財
産
の
差
押
な
ど
の
滞
納
処
分
を
積
極
的
に
行
い
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
が
み

ら
れ
る
が
，
さ
ら
に
適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
※
　
平
成
16年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
　
　
　
209,926,754円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
　
　
　
514,215,588円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
　
　
　
724,142,342円

　
�
　
石
巻
商
業
高
等
学
校

　
全
日
制
高
等
学
校
授
業
料
に
お
い
て
，
減
免
申
請
を
不
承
認
と
し
た
生
徒
に
対
す
る
通
知
を
怠
り
，
翌
年
度
に

行
っ
て
い
た
。
結
果
と
し
て
，
生
徒
（
保
護
者
）
が
一
括
納
付
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
，
大
き
な
負
担
を
か
け
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
適
切
な
事
務
管
理
を
行
う
よ
う
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
※
　
減
免
申
請
不
承
認
に
係
る
事
務
の
経
緯
（
概
要
）

　
　
　
　
　
　
・
教
育
長
へ
の
減
免
申
請
年
月
日
 

平
成
16年
７
月
12日
　
　
　
　



第1747号　平成18年４月７日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （20）
　
　
　
　
　
　
　
（
減
免
申
請
額
 334,800円

，　
27,900円

×
４
期
分
×
３
名
）

　
　
　
　
　
　
・
教
育
長
か
ら
の
不
承
認
通
知
年
月
日
 

平
成
16年
８
月
11日
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
・
本
人
へ
の
不
承
認
通
知
及
び
一
括
納
付
通
知
年
月
日
 

平
成
17年
５
月
17日
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
・
最
終
納
入
年
月
日
 

平
成
17年
12月
12日
　
　
　
　

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
３
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
監
査
結
果
に
つ
い
て
，
宮
城
県

知
事
か
ら
同
条
第
12項
の
規
定
に
よ
り
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
条
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表

す
る
。

　
　
平
成
18年
4月
7日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
菊
　
　
地
　
　
　
　
　
浩
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
藤
　
　
原
　
　
範
　
　
典
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
阿
　
　
部
　
　
　
　
　
徹
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
谷
地
森
　
　
涼
　
　
子
　
　
　

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
　
平
成
17年
３
月
28日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
　
知
事
　
　
平
成
18年
３
月
28日

３
　
措
置
の
内
容

　
　
　
以
下
「
別
紙
措
置
内
容
添
付
」

 

 

平
成
16年
度
行
政
監
査
の
結
果
・
意
見
に
対
す
る
措
置
状
況

措
置
内
容
等

意
見
の
内
容

小
項
目

大
項
目

　
各
部
主
管
課
に
お
い
て
「
庁
用
自

動
車
管
理
規
則
」
第
13条
第
３
項
に

基
づ
く
総
務
部
長
へ
の
整
備
，
運
行

状
況
の
報
告
を
取
り
ま
と
め
る
に
あ

た
り
，
低
稼
働
率
車
輌
を
明
確
に
認

識
し
，
そ
の
改
善
策
を
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
様
式
を
工
夫
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

　
各
部
主
管
課
に
お
い
て
，
そ
の
上

で
な
お
稼
働
率
が
低
い
車
輌
が
あ
れ

ば
削
減
等
を
視
野
に
入
れ
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
庁
用
自
動
車
（
公
用
車
）
の
総
括

管
理
に
関
す
る
事
務
を
所
管
す
る
総

務
部
に
お
い
て
，
公
用
車
全
体
の
使

用
状
況
を
把
握
，
関
係
部
局
と
の
調

整
を
行
い
，
更
新
や
減
車
等
も
含
め

た
公
用
車
の
適
正
な
配
置
台
数
に
つ

い
て
検
討
す
る
な
ど
，
稼
働
率
の
向

上
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
。

　
と
り
わ
け
（
稼
働
率
が
20％
未
満

の
も
の
に
つ
い
て
）
他
の
機
関
か
ら

の
一
時
的
な
借
り
上
げ
や
，
レ
ン
タ

カ
ー
，
タ
ク
シ
ー
の
利
用
な
ど
で
代

替
え
す
る
こ
と
も
含
め
，
公
用
車
の

配
置
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
の
か
ど

う
か
に
つ
い
て
，
抜
本
的
な
検
討
を

配
置
台
数

の
見
直
し

�

行
う
必
要
が
あ
る
。

公
用
車
の

配
置
台

数
・
使
用

方
法
の
見

直
し
に
つ

い
て

１

　
本
年
度
か
ら
運
用
開
始
し
た
電
子

県
庁
共
通
基
盤
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
，現
在
12地
方
機
関
127台

の
公
用

車
を
予
約
制
に
移
行
し
，
班
・
部
・

所
以
外
の
使
用
を
可
能
に
し
て
稼
働

率
向
上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
，

地
方
機
関
の
共
用
車
制
度
に
つ
い
て

は
，
技
能
労
務
職
員
（
運
転
）
の
業

務
と
密
接
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
で
も

あ
り
，
今
後
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

は
当
該
職
員
の
配
置
の
方
向
性
を
見

据
え
た
上
で
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
地
方
機
関
に
お
け
る
公
用
車
の
使

用
方
法
を
見
直
し
，
本
庁
共
用
車
に

相
当
す
る
地
方
機
関
共
用
車
制
度
の

創
設
な
ど
，
公
用
車
の
共
用
化
に
つ

い
て
の
検
討
が
望
ま
れ
る
。

使
用
方
法

の
見
直
し

�

　
こ
れ
ま
で
も
，
地
方
機
関
管
内
移

動
用
の
車
輌
（
福
祉
・
税
・
保
健
・

用
地
等
）
に
つ
い
て
は
軽
自
動
車
を

選
択
し
て
お
り
ま
し
た
が
，
今
後
更

に
利
用
実
態
か
ら
必
要
と
な
る
車
種

を
検
討
し
適
切
に
選
択
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
平
成
13年

度
か
ら
施
行
さ
れ
た

「
宮
城
県
環
境
保
全
率
先
計
画
（
第

２
期
）」
に
示
す
と
お
り
，
こ
れ
ま

で
18台

の
天
然
ガ
ス
車
・
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
の
導
入
の
ほ
か
，
特
殊
自

動
車
（
ジ
ー
プ
等
）
を
除
き
低
排
出

ガ
ス
認
定
車
の
購
入
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら
に
推
し
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
用
車
の
更
新
に
当
た
っ
て
は
，

漫
然
と
同
サ
イ
ズ
の
車
両
を
更
新
す

る
の
で
は
な
く
，
利
用
の
実
態
に
応

じ
て
行
政
目
的
を
達
成
す
る
の
に
支

障
の
な
い
範
囲
で
，
コ
ス
ト
の
低
い

車
種
へ
の
転
換
に
つ
い
て
も
検
討
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

　
宮
城
県
環
境
保
全
率
先
計
画
（
第

２
期
）
に
お
い
て
，
公
用
車
の
購
入

に
当
た
り
，「
環
境
に
や
さ
し
い
車
の

率
先
導
入
及
び
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
率
先

実
行
指
針
」
に
基
づ
く
「
環
境
に
優

し
い
車
」
に
適
合
し
た
車
両
を
選
択

す
る
必
要
が
あ
る
。

コ
ス
ト
や

環
境
負
荷

等
に
配
慮

し
た
車
両

更
新

�

　
「
庁
用
自
動
車
管
理
規
則
」
及
び

「
公
用
自
動
車
等
使
用
管
理
要
領
」

を
遵
守
す
る
よ
う
通
知
に
よ
り
徹
底

を
は
か
り
ま
す
。

　
法
定
の
点
検
を
法
令
に
従
い
適
正

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
公
用
車

の
施
錠
の
徹
底
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

公
用
車
の
管
理
に
つ
い
て

２

　
庁
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ツ
ト
上
の
交
通

安
全
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
を
一
新
し
，

交
通
安
全
向
上
の
た
め
の
要
領
，
通

知
等
の
掲
載
に
加
え
，
警
察
署
か
ら

講
師
を
招
い
た
研
修
会
開
催
事
例
な

ど
積
極
的
な
取
り
組
み
も
紹
介
し

て
，
多
く
の
所
属
で
研
修
会
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
促
す
こ
と
と
し
ま
す
。

　
ま
た
，
併
せ
て
，
車
両
の
日
常
点

検
表
を
作
成
し
て
い
る
事
例
等
を
紹

介
す
る
な
ど
，
交
通
事
故
の
未
然
防

止
の
た
め
の
き
め
細
か
な
対
策
を
今

後
も
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
安
全
運
転
管
理
者
が
そ
の
任
務
を

適
正
に
遂
行
し
て
い
く
こ
と
は
無
論

で
あ
る
が
，
職
員
の
交
通
安
全
に
関

す
る
意
識
高
揚
を
図
る
観
点
か
ら
，

研
修
会
を
継
続
し
て
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
職
員
の
免
許
保
有
状
況
等
の
確

認
，
健
康
状
態
等
の
チ
ェ
ッ
ク
，
車

両
の
点
検
に
関
す
る
ス
キ
ル
の
向
上

な
ど
，
交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
き
め
細
か
い
対
策
を
着
実
に

実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

交
通
安
全

対
策
に
つ

い
て

３

　
平
成
18年
度
当
初
予
算
に
お
い
て

任
意
保
険
加
入
の
た
め
の
予
算
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
，
被
害
者
へ
の

早
期
支
払
い
を
図
る
た
め
，
契
約
に

当
た
り
，
保
険
金
の
内
払
い
を
可
能

と
す
る
よ
う
仕
様
と
し
て
提
示
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

　
事
故
当
事
者
と
な
っ
た
職
員
に
被

害
者
の
治
療
費
を
立
替
払
い
さ
せ
る

の
で
は
な
く
，
予
算
措
置
を
行
っ
た

上
で
概
算
払
い
に
よ
り
処
理
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

損
害
賠
償

金
の
概
算

払
い

�
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宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
４
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）
第
199条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
実
施
し
た
「
社
会
福
祉
法
人
等
の
設
立

及
び
指
導
監
督
に
つ
い
て
」
に
係
る
監
査
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
18年
４
月
７
日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
菊
　
　
地
　
　
　
　
　
浩
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
藤
　
　
原
　
　
範
　
　
典
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
阿
　
　
部
　
　
　
　
　
徹
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
谷
地
森
　
　
涼
　
　
子
　
　
　

　
報
告
書
添
付
（
第
１
　
監
査
対
象
事
務
及
び
目
的
　
以
下
）

第
１
　
監
査
の
対
象
事
務
及
び
目
的

　
１
　
監
査
の
対
象
事
務

　
　
　
社
会
福
祉
法
人
等
の
設
立
及
び
指
導
監
督
に
関
す
る
事
務

　
２
　
監
査
の
目
的

　
各
種
の
社
会
福
祉
施
設
や
私
立
の
学
校
，
幼
稚
園
，
専
門
学
校
等
は
，
県
民
生
活
に
密
着
し
，
福
祉
の
増
進
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
，
社
会
福
祉
法
人
及
び
学
校
法
人
（
私
立
学
校
法
第
64条
第
４
項
の
法
人
を
含
む
。

以
下
同
じ
。）
が
こ
れ
ら
を
設
置
し
，
運
営
し
て
い
る
。

　
ま
た
，
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
に
住
民
自
ら
が
取
り
組
ん
で
い
く
活
動
が
活
発
に
な
り
，
多
彩
な
取
組
み

が
展
開
さ
れ
，
営
利
を
目
的
と
し
な
い
多
様
な
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
団
体
が
数
多
く
存
在
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
団
体
に
法
人
化
の
途
が
開
か
れ
，多
く
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
施
設
の
運
営
の
充
実
や
非
営
利
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
に
は
，
主
体
と
な
る
法
人
の
公
正
で
民
主

的
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
，
県
民
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
こ
れ
ら
の
法
人
の
設
立
及
び
指
導
監
督
に
関
す
る
事
務
を
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
が
，

県
に
対
す
る
社
会
的
な
要
請
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
，
社
会
福
祉
法
人
等
に
関
す
る
設
立
の
認
可
，
定
款
又
は
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
，
各
種
の
届

出
・
報
告
，
指
導
検
査
等
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
監
査
を
実
施
し
，
こ
れ
ら
の
事
務
執
行
の
改

善
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
２
　
監
査
の
概
要

　
１
　
監
査
の
対
象
及
び
方
法

　
監
査
の
対
象
は
，
社
会
福
祉
法
人
等
の
設
立
及
び
指
導
監
督
に
関
す
る
事
務
並
び
に
こ
れ
に
関
連
す
る
事
務
と

し
，
実
地
監
査
を
行
う
機
関
は
，
次
の
課
室
と
し
た
。

　
　
�
　
社
会
福
祉
法
人
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　
　
�
　
学
校
法
人
　
　
　
　
　
　
　
総
務
部
私
学
文
書
課

　
　
�
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
　
環
境
生
活
部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
室

　
監
査
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
，
県
の
機
関
か
ら
事
前
に
提
出
さ
れ
た
監
査
調
書
に
基
づ
い
て
，
事
務
局
職
員

に
よ
る
事
務
局
監
査
を
実
施
し
，
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
委
員
に
よ
る
監
査
を
実
施
し
た
。

　
監
査
調
書
作
成
の
基
準
日
は
，
平
成
17年
９
月
１
日
（
以
下
「
監
査
基
準
日
」
と
い
う
。）
と
し
た
。
許
認
可
，

届
出
そ
の
他
の
指
導
監
督
事
務
に
係
る
監
査
の
対
象
期
間
は
，
平
成
14年
度
か
ら
平
成
16年
度
ま
で
（
以
下
「
監

査
対
象
期
間
」
と
い
う
。）
と
し
，
必
要
に
応
じ
て
平
成
17年
度
の
状
況
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
っ
た
。

　
２
　
監
査
の
実
施
期
間

　
任
意
保
険
の
加
入
は
被
害
者
の
迅

速
な
救
済
な
ど
相
手
方
に
安
心
と
利

便
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
，
客
観

性
の
あ
る
賠
償
額
の
提
示
に
よ
り
県

に
対
す
る
信
頼
を
高
め
，
ま
た
，
職

員
の
精
神
的
・
事
務
的
負
担
の
軽
減

に
よ
り
，
職
務
に
一
層
専
念
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
加
入
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
，
知
事
部

局
だ
け
で
は
な
く
，
教
育
委
員
会
，

警
察
本
部
，
各
種
委
員
会
の
車
両
に

お
い
て
も
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
保
険
加
入
に
よ
り
，
損
害
賠
償
金

の
給
付
に
留
ま
ら
ず
，
示
談
交
渉
及

び
損
害
賠
償
金
の
支
払
い
が
保
険
会

社
に
よ
っ
て
行
わ
れ
，
県
ば
か
り
で

な
く
相
手
方
に
と
っ
て
も
安
心
と
利

便
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
公
用

車
の
任
意
保
険
の
加
入
に
つ
い
て

は
，
単
な
る
経
済
的
比
較
だ
け
で
な

く
，
総
合
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

公
用
車
の

任
意
保
険

へ
の
加
入

�
公
務
中
に

お
け
る
交

通
事
故
の

対
応
に
つ

い
て

４

　
庁
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
上
の
交
通

安
全
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
を
一
新
し
，

交
通
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
処
理

手
順
や
方
法
を
根
拠
規
定
や
事
例
と

と
も
に
わ
か
り
や
す
く
掲
載
す
る
と

と
も
に
，
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ

り
，
行
政
管
理
課
に
お
い
て
交
通
事

故
処
理
の
全
庁
的
な
相
談
窓
口
と
し

て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。

　
交
通
事
故
処
理
の
担
当
部
署
（
全

庁
的
な
相
談
窓
口
），
手
順
，
方
法

な
ど
，
全
体
的
な
仕
組
み
と
体
制
に

つ
い
て
抜
本
的
な
検
討
を
行
い
，
組

織
的
な
対
応
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

組
織
的
な

対
応
力
の

向
上

�

平
成
16年
度
行
政
監
査
「
第
４
監
査
結
果
」

行
政
監
査
の
回
答

結
果
の
内
容

大
項
目

　
指
摘
の
あ
っ
た
所
属
に
つ
い
て

は
，
安
全
運
転
管
理
者
へ
の
届
出
を

し
，
ま
た
管
理
者
へ
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　
道
路
交
通
法
に
基
づ
い
て
選
任
し

た
安
全
運
転
管
理
者
は
公
安
委
員
会

に
届
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

が
，
一
部
の
機
関
に
お
い
て
未
届
け

で
あ
る
事
例
が
散
見
さ
れ
た
。
安
全

運
転
管
理
者
及
び
整
備
管
理
者
が
管

理
者
（
所
属
長
）
に
行
う
定
期
報
告

は
，
制
度
解
釈
の
誤
り
等
に
よ
り
，

未
報
告
で
あ
る
事
例
が
散
見
さ
れ

た
。

安
全
運
転
管
理
者
及
び
整

備
管
理
者
の
選
任
等
に
つ

い
て

１
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平
成
17年
９
月
か
ら
平
成
18年
３
月
ま
で

　
３
　
監
査
の
着
眼
事
項

�
　
 事
務
の
執
行
体
制
は
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

�
　
対
象
事
務
に
関
す
る
標
準
処
理
期
間
，
審
査
基
準
及
び
処
分
基
準
が
適
切
に
設
定
さ
れ
，
運
用
さ
れ
て
い
る

か
。

�
　
 設
立
認
可
等
の
事
務
が
適
正
か
つ
迅
速
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

�
　
法
令
等
に
基
づ
く
各
種
届
出
・
報
告
に
係
る
事
務
は
適
正
に
行
わ
れ
，
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

�
　
 立
入
検
査
等
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

�
　
立
入
検
査
の
結
果
の
通
知
及
び
結
果
通
知
に
基
づ
く
改
善
策
等
の
報
告
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

�
　
休
眠
法
人
の
把
握
，
指
導
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

�
　
県
民
に
対
す
る
情
報
提
供
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
上
記
の
事
項
の
調
査
に
つ
い
て
は
，
次
の
考
え
方
に
よ
り
，
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
事
項
を
特
に
重
視
し
て
行
っ

た
。イ
　
社
会
福
祉
施
設
や
学
校
を
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
に
は
，
そ
の
基
盤
で
あ
る
土
地
，
建
物
，
サ
ー
ビ
ス

従
事
者
等
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
，
申
請
に
対
す
る
審
査
や
そ
の
後
の
指
導
監
督

に
当
た
っ
て
は
，
資
金
又
は
不
動
産
等
の
現
物
の
帰
属
及
び
事
業
報
告
書
，
財
務
諸
表
等
の
提
出
，
資
産
の

総
額
の
登
記
等
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
，
特
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

ロ
　
法
人
の
行
う
事
務
事
業
に
つ
い
て
法
令
等
に
照
ら
し
て
不
適
切
な
事
項
が
あ
る
と
き
は
，
放
置
す
れ
ば
県

民
生
活
に
好
ま
し
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
が
発
生
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。こ
れ
を
未
然
に
防
止
し
，

又
は
改
善
さ
せ
る
た
め
，
行
政
機
関
が
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
措
置
を
執
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ハ
　
今
回
の
監
査
の
対
象
と
し
た
法
人
に
限
ら
ず
，
関
係
者
の
利
益
を
守
り
，
法
人
の
活
動
に
つ
い
て
信
頼
を

確
保
す
る
た
め
，
法
人
自
ら
が
財
務
等
に
関
す
る
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
は
，
時
代
の
趨
勢
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
，
監
督
に
当
た
る
行
政
機
関
と
し
て
は
，
法
令
に
定
め
る
情
報
開
示
制
度
の
適
切
な
運
用
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
，
県
民
の
信
頼
を
高
め
る
た
め
，
法
人
の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
自
主
的
な

情
報
公
開
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

第
３
　
社
会
福
祉
法
人
の
設
立
及
び
指
導
監
督

　
１
　
事
務
の
概
要
及
び
監
査
の
結
果

　
　
�
　
指
導
監
督
事
務
の
執
行
体
制

　
監
査
基
準
日
に
お
け
る
法
人
数
は
144法

人
で
，休
眠
法
人（
３
年
以
上
に
わ
た
っ
て
活
動
実
績
の
な
い
法
人
）

は
存
在
し
な
い
。

　
指
導
監
督
事
務
を
担
当
す
る
職
員
は
５
人
が
配
置
さ
れ
，
担
当
職
員
１
人
当
た
り
の
法
人
数
は
28法

人
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
，
社
会
福
祉
法
第
56条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
及
び
検
査
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て

は
，
市
町
村
の
区
域
を
単
位
と
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
に
係
る
も
の
に
限
っ
て
保
健
福
祉
事
務
所
長
に
委
任
し

て
い
る
。

　
担
当
職
員
に
対
す
る
研
修
は
，
国
立
保
健
医
療
科
学
院
主
催
の
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
中
核
市
指
導
監
督

職
員
研
修
に
保
健
福
祉
事
務
所
の
職
員
を
含
め
て
２
人
か
ら
３
人
が
派
遣
さ
れ
，
受
講
し
て
い
る
。

�
　
行
政
手
続
法
に
定
め
る
標
準
処
理
期
間
，
審
査
基
準
及
び
処
分
基
準
の
設
定

　
平
成
６
年
に
「
審
査
基
準
等
の
設
定
及
び
公
表
に
関
す
る
取
扱
要
綱
」
に
基
づ
き
，
標
準
処
理
期
間
に
つ
い

て
は
設
立
認
可
及
び
定
款
変
更
認
可
，
審
査
基
準
に
つ
い
て
は
設
立
認
可
，
定
款
変
更
認
可
，
合
併
認
可
及
び

解
散
認
可
に
係
る
も
の
を
設
定
し
た
が
，
設
定
後
，
定
款
変
更
認
可
に
係
る
標
準
処
理
期
間
の
見
直
し
や
，
平

成
12年
に
お
け
る
社
会
福
祉
事
業
法
か
ら
社
会
福
祉
法
へ
の
根
拠
法
令
の
改
称
等
に
伴
う
設
立
認
可
，
定
款
変

更
認
可
，
合
併
認
可
及
び
解
散
認
可
に
係
る
審
査
基
準
の
改
定
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
標
準
処
理
期
間
に
つ
い
て
は
，
定
款
変
更
認
可
に
お
い
て
保
健
福
祉
事
務
所
を
経
由
機
関
と
し
て
い
る
が
，

経
由
機
関
で
の
処
理
日
数
を
含
め
て
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
，
標
準
処
理
期
間
を
経
過
し
た

後
に
処
理
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
数
確
認
さ
れ
た
。

　
審
査
基
準
に
つ
い
て
は
，
昭
和
39年
の
厚
生
省
通
知
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
る
が
，
当
該
通
知
は
，
平
成

12年
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
，
平
成
12年
12月
１
日
付
け
の
厚
生
省

通
知
（
以
下
「
平
成
12年
通
知
」
と
い
う
。）
に
示
さ
れ
て
い
る
審
査
基
準
を
記
載
し
た
手
引
書
を
作
成
し
て
申

請
者
に
配
布
し
，
こ
れ
に
よ
り
審
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
実
務
的
な
支
障
は
生
じ
て
い
な
い
。

　
処
分
基
準
に
つ
い
て
は
，
同
様
に
根
拠
法
令
の
改
正
に
対
応
し
て
い
な
い
と
と
も
に
，
昭
和
54年
の
厚
生
省

通
知
に
よ
る
監
査
指
導
要
綱
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
，
不
利
益
処
分
発
動
の
基
準
を
示
し
て
い
る
も
の
と

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
　
�
　
申
請
に
対
す
る
処
分
及
び
不
利
益
処
分

　
監
査
対
象
期
間
に
お
け
る
設
立
認
可
等
申
請
の
取
扱
件
数
は
，
表
１
－
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
申
請
の
取
り

下
げ
は
な
く
，
申
請
は
全
て
認
容
さ
れ
て
い
る
。

イ
　
申
請
に
対
す
る
処
分
に
要
し
た
期
間
の
状
況
は
，
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

�
　
設
立
認
可
申
請
に
つ
い
て
は
，
全
て
標
準
処
理
期
間
内
に
処
理
さ
れ
て
い
た
。

�
　
標
準
処
理
期
間
を
設
定
し
て
い
な
か
っ
た
合
併
認
可
申
請
に
つ
い
て
は
，
30日
（
設
立
認
可
に
係
る
標

準
処
理
期
間
）
程
度
で
処
分
が
な
さ
れ
て
お
り
，
特
に
問
題
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

�
　
定
款
変
更
認
可
申
請
に
つ
い
て
は
，
前
述
の
と
お
り
標
準
処
理
期
間
に
経
由
機
関
で
の
処
理
日
数
を
含

め
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
，
処
分
件
数
260件

の
う
ち
188件

（
72％
）
が
標
準
処
理
期
間
を
経
過
し
た

後
に
認
可
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。



（23）　 平成18年４月７日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1747号　　 

ロ
　
申
請
に
対
す
る
処
分
の
内
容
に
つ
い
て
は
，
設
立
認
可
申
請
，
合
併
認
可
申
請
及
び
定
款
変
更
認
可
申
請

そ
れ
ぞ
れ
５
件
を
抽
出
し
て
点
検
し
た
と
こ
ろ
，次
の
よ
う
な
も
の
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
，

特
に
問
題
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

�
　
設
立
認
可
申
請
に
つ
い
て
は
，寄
附
申
込
書
に
預
金
残
高
証
明
書
や
預
金
証
書
の
コ
ピ
ー
が
添
付
さ
れ
，

原
本
と
の
照
合
結
果
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
，
数
通
の
証
明
書
の
残
高
の
基
準
日
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い

も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
，
平
成
17年
度
か
ら
は
，
証
明
書
原
本
の
徴
収
又
は
預
金
通
帳
原

本
と
の
照
合
，
残
高
の
基
準
日
の
統
一
を
徹
底
し
て
い
る
。

�
　
設
立
認
可
後
１
年
以
内
に
他
の
課
で
実
施
し
た
補
助
金
関
係
の
検
査
に
お
い
て
，
法
人
の
予
算
，
決
算

等
に
係
る
不
適
切
な
事
務
処
理
が
指
摘
さ
れ
，
後
日
指
導
監
査
を
実
施
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。

�
　
定
款
変
更
認
可
申
請
に
つ
い
て
は
，
既
存
の
法
人
が
新
た
に
社
会
福
祉
事
業
を
開
始
す
る
に
当
た
り
，

事
前
に
定
款
変
更
認
可
を
受
け
る
べ
き
と
こ
ろ
，
事
実
上
，
新
規
事
業
を
開
始
し
て
か
ら
約
３
年
を
経
過

し
た
後
に
申
請
を
行
っ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
申
請
の
処
理
に
つ
い
て
は
，
問
題
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。

　
　
　
な
お
，
監
査
対
象
期
間
に
お
い
て
不
利
益
処
分
を
行
っ
た
事
例
は
，
な
か
っ
た
。

　
　
�
　
 各
種
届
出
の
受
理

　
監
査
対
象
期
間
に
お
け
る
各
種
届
出
の
取
扱
件
数
は
，
表
１
－
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
明
確
な
提
出
期
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
届
出
は
，
す
べ
て
提
出
期
限
内
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
，
定
款

変
更
（
軽
微
な
変
更
）
の
届
出
に
つ
い
て
は
，「
遅
滞
な
く
」
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
，
１
ヶ
月
以

上
を
要
し
た
事
例
が
３
件
あ
っ
た
。

　
　
�
　
指
導
監
査
の
状
況

　
指
導
監
査
に
つ
い
て
は
，
社
会
福
祉
法
第
56条
の
規
定
に
基
づ
き
，
社
会
福
祉
施
設
の
監
査
と
併
せ
て
実
施

し
て
お
り
，
実
施
要
綱
を
定
め
て
，
施
設
の
監
査
は
他
の
課
及
び
保
健
福
祉
事
務
所
の
職
員
が
，
法
人
の
監
査

は
社
会
福
祉
課
の
職
員
が
担
当
し
て
い
る
。

　
指
導
監
査
の
種
類
は
，
実
施
要
綱
に
よ
り
，
原
則
と
し
て
毎
年
度
行
う
一
般
監
査
，
事
業
運
営
等
に
著
し
い

不
当
が
あ
っ
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
理
由
が
あ
る
場
合
な
ど
に
行
う
特
別
監
査
，
指
摘
事
項
の
改
善
状
況
等

を
確
認
す
る
た
め
の
確
認
監
査
に
区
分
し
て
い
る
。
業
務
の
中
心
と
な
る
一
般
監
査
は
，
実
地
監
査
と
書
面
監

査
に
区
分
し
，
書
面
監
査
は
，
前
回
の
一
般
監
査
に
お
い
て
適
正
な
運
営
が
概
ね
確
保
さ
れ
て
い
る
法
人
を
対

象
と
し
て
い
る
。

　
監
査
対
象
期
間
に
お
け
る
一
般
監
査
の
実
施
状
況
は
，表
１
－
３
の
と
お
り
で
あ
る
。
実
地
監
査
の
実
施
数
，

実
施
率
と
も
年
々
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

表
１
－
１
　
申
請
に
対
す
る
処
分
の
状
況

合
　
　
計

平
成
16年
度

平
成
15年
度

平
成
14年
度

処
分
の
種
別

（
9）

9
（
4）

4
（
2）

2
（
3）

3
設
立
認
可

0
　

0
　

0
　

0
解
散
認
可

6
5

　
0

1
合
併
認
可

（
72）

260
（
13）

71
（
28）

103
（
31）

86
定
款
変
更
認
可

（
81）

275
（
17）

80
（
30）

105
（
34）

90
合
　
　
　
　
　
計

　
※
１
　
実
数
は
，
対
象
年
度
に
認
可
し
た
件
数
で
あ
る
。

　
※
２
　
カ
ッ
コ
書
き
は
，
標
準
処
理
期
間
内
に
処
理
し
た
件
数
で
あ
り
，
内
数
で
あ
る
。

表
１
－
２
　
各
種
届
出
の
状
況

合
　
　
　
計

平
成
16年
度

平
成
15年
度

平
成
14年
度

届
出
の

種
　
別

未
提
出
　

届
出
件
数

対
象
数
　

未
提
出
　

届
出
件
数

対
象
数
　

未
提
出
　

届
出
件
数

対
象
数
　

未
提
出
　

届
出
件
数

対
象
数
　

0
(9)

9
9

0
(4)

4
4

0
(2)

2
2

0
(3)

3
3

法
人
設
立

時
の
登
記

0
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
役
員
の

変
更
等

0
(48)

51
51

0
(18)

18
18

0
(14)

17
17

0
(16)

16
16

定
款
変
更

（
軽
微
な
変
更
）

0
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
法
人
の

解
散

0
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
残
余
財
産

の
処
分

0
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
法
人
合
併

時
の
登
記

0
(487)

487
487

0
(166)

166
166

0
(161)

161
161

0
(160)

160
160

現
況
報
告

書
等

0
(544)

547
547

0
(188)

188
188

0
(177)

180
180

0
(179)

179
179

合
　
　
計

※
１
　
対
象
数
は
，
届
出
義
務
を
有
す
る
法
人
数
で
あ
る
。

※
２
　
届
出
件
数
の
実
数
は
，
届
出
を
行
っ
た
法
人
数
で
あ
る

※
３
　
届
出
件
数
の
カ
ッ
コ
書
き
は
，
提
出
期
限
内
又
は
原
因
発
生
か
ら
１
ヶ
月
以
内
に
提
出
さ
れ
た
件
数
で

あ
り
，
内
数
で
あ
る
。

※
４
　
未
提
出
は
，
届
出
義
務
を
有
す
る
が
届
出
を
行
わ
な
い
法
人
数
で
あ
る
。

表
１
－
３
　
一
般
監
査
の
実
施
状
況
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指
導
監
査
の
項
目
は
，
実
施
要
領
に
よ
り
，
主
眼
事
項
及
び
着
眼
点
を
設
定
し
て
お
り
，
着
眼
点
は
確
認
が

必
要
な
項
目
を
す
べ
て
網
羅
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
監
査
結
果
の
復
命
に
つ
い
て
は
，
問
題
と
な
っ
た
事
項
に
つ
い
て
具
体
的
な
内
容
及
び
発
生
原
因
を
付
記
す

る
と
と
も
に
，
着
眼
点
ご
と
に
整
理
し
た
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
添
付
す
る
な
ど
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
。

　
指
導
監
査
の
結
果
，
法
人
に
是
正
又
は
改
善
す
べ
き
事
項
が
あ
る
場
合
は
，
文
書
に
よ
り
通
知
し
，
期
限
を

付
し
て
是
正
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
て
い
る
。

　
指
導
監
査
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
，
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
指
導
監
査
の
実
施
件
数
，
文

書
指
摘
件
数
及
び
指
摘
事
項
ご
と
の
指
摘
件
数
を
公
表
し
て
い
る
。
法
人
名
を
特
定
し
た
公
表
は
，
行
っ
て
い

な
い
。

　
指
導
監
査
の
特
殊
な
事
例
と
し
て
は
，
平
成
16年
度
に
お
い
て
，
法
人
の
補
助
金
不
正
受
給
の
発
覚
を
契
機

と
し
て
，こ
の
法
人
に
対
し
て
３
回
の
一
般
監
査
及
び
２
回
の
確
認
監
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
，
特
別
監
査
と
し
て
で
は
な
く
，
一
般
監
査
の
日
程
を
繰
り
上
げ
て
，
補
助
金
担
当
課
と
合
同
で
実
施

し
て
お
り
，
一
定
の
事
実
を
究
明
し
て
文
書
に
よ
る
指
摘
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
事
案
に

つ
い
て
は
，
平
成
17年
度
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
指
導
監
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
特
別
監
査
に
つ
い
て
は
，
平
成
17年
度
に
１
件
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
，
使
途
不
明

金
の
発
覚
を
契
機
と
し
て
実
施
し
，
内
部
管
理
の
不
適
切
を
確
認
し
て
文
書
に
よ
る
指
摘
を
行
い
，
改
善
状
況

に
つ
い
て
の
報
告
も
受
け
て
お
り
，
こ
の
不
祥
事
件
に
つ
い
て
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
。

　
　
�
　
法
人
の
情
報
開
示

　
社
会
福
祉
法
人
は
，
社
会
福
祉
法
第
44条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
事
業
報
告
書
，
財
務
諸
表
等
を
関
係

者
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
閲
覧
制
度
に
つ
い
て
は
，
適
切
に
実
施
す
る
よ
う
指
導
し
て
お

り
，
指
導
監
査
の
着
眼
事
項
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
，
閲
覧
制
度
以
外
の
自
主
的
な
情
報
開
示
に
つ
い
て
は
，
法
定
受
託
事
務
に
係
る
技
術
的
助
言
と
し
て

発
せ
ら
れ
て
い
る
平
成
12年
通
知
に
お
い
て
，「
法
人
の
業
務
及
び
財
務
等
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
，
法
人

の
広
報
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
自
主
的
に
公
表
す
る
こ
と
が
適
当
」
と
さ
れ
て
い

る
が
，
特
に
指
導
を
行
っ
て
は
い
な
い
。

　
２
　
監
査
の
意
見

　
　
�
　
行
政
手
続
法
に
よ
る
審
査
基
準
等
の
整
備
に
つ
い
て

　
行
政
手
続
法
に
よ
る
標
準
処
理
期
間
及
び
審
査
基
準
に
つ
い
て
は
，
現
行
の
法
令
に
沿
っ
て
，
事
務
処
理
の

実
情
を
踏
ま
え
，
平
成
12年
通
知
を
参
考
と
し
て
，
適
切
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
，
処
分
基
準
に
つ

い
て
も
，
現
行
の
法
令
に
沿
っ
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
�
　
寄
附
申
込
み
に
係
る
審
査
等
に
つ
い
て

　
寄
附
申
込
書
に
添
付
す
べ
き
残
高
証
明
書
等
の
審
査
に
つ
い
て
は
，
原
本
と
の
照
合
及
び
残
高
証
明
書
の
基

準
日
の
統
一
を
徹
底
し
て
い
る
が
，
財
産
的
基
盤
の
重
要
性
に
鑑
み
，
一
層
適
正
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
　
�
　
関
係
部
署
と
の
連
携
に
つ
い
て

　
社
会
福
祉
事
業
は
，
定
款
に
規
定
し
て
，
法
人
の
行
為
能
力
を
備
え
た
上
で
開
始
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と

か
ら
，
事
業
の
担
当
部
署
に
お
い
て
も
事
業
開
始
に
あ
わ
せ
た
定
款
変
更
に
つ
い
て
適
切
な
指
導
が
で
き
る
よ

う
，
関
係
部
署
と
の
連
携
を
一
層
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
�
　
法
人
の
情
報
開
示
に
つ
い
て

　
法
定
の
閲
覧
制
度
の
適
正
な
運
用
を
確
保
す
る
と
と
も
に
，
自
主
的
な
情
報
の
公
表
に
つ
い
て
も
，
多
様
な

手
段
を
活
用
し
て
促
進
を
図
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

第
４
　
学
校
法
人
の
設
立
及
び
指
導
監
督

　
１
　
事
務
の
概
要
及
び
監
査
の
結
果

　
　
�
　
指
導
監
督
事
務
の
執
行
体
制

　
監
査
基
準
日
に
お
け
る
法
人
数
は
142法

人
で
，
休
眠
法
人
（
３
年
以
上
に
わ
た
り
活
動
実
績
の
な
い
法
人
）

は
，
７
法
人
存
在
す
る
。

　
指
導
監
督
事
務
を
担
当
す
る
職
員
は
７
人
が
配
置
さ
れ
，
担
当
職
員
１
人
当
た
り
の
法
人
数
は
20法

人
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
，
設
立
認
可
，
寄
附
行
為
変
更
，
報
告
及
び
届
出
等
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
は
，
学
校
の

設
置
，
運
営
等
に
係
る
事
務
と
併
せ
て
実
施
し
て
お
り
，
立
入
検
査
等
は
私
立
学
校
振
興
助
成
法
に
基
づ
い
て

実
施
し
て
い
る
。

　
担
当
職
員
に
対
す
る
研
修
に
つ
い
て
は
，
平
成
16年
度
ま
で
は
財
団
法
人
公
益
法
人
協
会
の
主
催
す
る
公
益

法
人
実
務
研
修
会
に
参
加
し
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
が
，
平
成
17年
度
か
ら
は
日
本
経
営
協
会
の
主
催
す
る
研

修
に
も
参
加
さ
せ
て
い
る
。
研
修
会
へ
の
参
加
人
員
に
つ
い
て
は
，
各
年
度
２
人
が
受
講
し
て
い
る
。

　
ま
た
，
指
導
監
督
の
充
実
を
図
る
た
め
，
平
成
17年
度
か
ら
公
認
会
計
士
を
私
立
学
校
会
計
審
査
顧
問
と
し

て
委
嘱
し
て
い
る
。

実
地
監
査
実
施
率

実
地
監
査
の
実
施
法
人
数

対
象
法
人
数

年
　
　
度

34％
54

160
平
成
14年
度

41％
66

161
平
成
15年
度

46％
77

166
平
成
16年
度

　
※
　
実
地
監
査
を
実
施
し
て
い
な
い
法
人
に
つ
い
て
は
，
書
面
監
査
を
実
施
し
て
い
る
。
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�
　
行
政
手
続
法
に
定
め
る
標
準
処
理
期
間
，
審
査
基
準
及
び
処
分
基
準
の
設
定

　
設
立
認
可
（
寄
附
行
為
認
可
）
に
係
る
標
準
処
理
期
間
に
つ
い
て
は
，
365日

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
，
学
校

法
人
設
立
の
認
可
は
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
学
校
設
置
の
認
可
と
不
可
分
で
あ
り
，
一
体
と
し
て
審
査
を
行
う

必
要
が
あ
る
こ
と
，
及
び
私
立
学
校
審
議
会
へ
の
諮
問
事
項
で
あ
り
，
本
審
議
会
に
付
議
す
る
前
に
専
門
部
会

で
調
査
審
議
す
る
二
段
階
審
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
開
校
の
１
年
前
に
申
請
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る

た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
，
寄
附
行
為
変
更
認
可
に
係
る
標
準
処
理
期
間
に
つ
い
て
も
，
365日

と
し
て
い
る
。
寄
附
行
為
変
更
の

う
ち
既
存
の
法
人
が
学
校
を
新
設
す
る
場
合
や
収
容
定
員
を
増
加
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
は
，
学
校
設
置
の
認

可
と
同
様
に
私
立
学
校
審
議
会
へ
の
諮
問
事
項
で
あ
り
，
上
記
の
二
段
階
審
査
が
行
わ
れ
る
た
め
，
設
立
認
可

と
同
様
の
標
準
処
理
期
間
と
し
て
い
る
。
し
か
し
，
私
立
学
校
審
議
会
へ
の
諮
問
事
項
に
該
当
し
な
い
寄
附
行

為
変
更
に
つ
い
て
も
365日

と
し
て
お
り
，よ
り
適
切
に
標
準
処
理
期
間
を
設
定
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
。

　
審
査
基
準
に
つ
い
て
は
，
行
政
手
続
法
の
施
行
前
か
ら
内
規
と
し
て
存
在
し
，
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
が
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
，
そ
の
内
容
は
精
査
さ
れ
て
お
り
，
審
査
基
準
の
設
定
は
，
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
た
。

　
処
分
基
準
に
つ
い
て
は
，
設
定
し
て
い
な
い
。

　
　
�
　
申
請
に
対
す
る
処
分
及
び
不
利
益
処
分

　
監
査
対
象
期
間
に
お
け
る
設
立
認
可
等
申
請
の
取
扱
件
数
は
，
表
２
－
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
申
請
の
取
り

下
げ
は
な
く
，
申
請
は
全
て
認
容
さ
れ
て
い
る
。

　
処
理
に
要
し
た
期
間
に
つ
い
て
は
，
全
て
標
準
処
理
期
間
内
と
な
っ
て
い
る
。

　
処
理
内
容
に
つ
い
て
は
，
設
立
認
可
申
請
及
び
寄
附
行
為
変
更
認
可
申
請
そ
れ
ぞ
れ
５
件
を
抽
出
し
て
点
検

し
た
と
こ
ろ
，
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
が
，
概
ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

イ
　
現
物
寄
附
に
係
る
不
動
産
の
寄
附
申
込
書
に
登
記
事
項
証
明
書
が
添
付
さ
れ
ず
，
不
動
産
鑑
定
書
の
み
が

添
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。

ロ
　
現
物
寄
附
に
係
る
財
産
の
評
価
額
が
２
回
に
わ
た
っ
て
変
更
さ
れ
，
設
立
認
可
時
に
お
け
る
資
産
の
総
額

が
，
当
初
の
審
査
か
ら
大
幅
に
変
動
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。

　
　
　
な
お
，
監
査
対
象
期
間
に
お
い
て
，
私
立
学
校
法
に
よ
る
不
利
益
処
分
を
行
っ
た
事
例
は
，
な
か
っ
た
。

　
　
�
　
各
種
届
出
の
受
理

　
監
査
対
象
期
間
に
お
け
る
各
種
届
出
の
取
扱
件
数
は
，
表
２
－
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
資
産
の
総
額
登
記
の
届
出
に
つ
い
て
は
，
監
査
対
象
期
間
に
届
出
す
べ
き
総
件
数
428件

に
対
し
て
339件

（
79％
）
が
未
提
出
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
，
平
成
17年
度
は
大
幅
に
改
善
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
，
役
員
変
更
に
係
る
届
出
に
つ
い
て
は
，「
遅
滞
な
く
」
届
け
出
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
，
総

届
出
件
数
106件

の
う
ち
38件
（
36％
）
が
原
因
発
生
か
ら
１
ヶ
月
以
上
を
経
過
し
た
後
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
財
務
計
算
書
類
等
は
，
１
件
（
平
成
16年
度
）
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

 

0
　

0
　

0
　

0
合
併
認
可

（
54）

54
（
33）

33
（
9）

9
（
12）

12
寄
附
行
為
変
更
認
可

（
60）

60
（
36）

36
（
9）

9
（
15）

15
合
　
　
　
　
計

　
※
１
　
実
数
は
，
対
象
年
度
に
認
可
し
た
件
数
で
あ
り
，
取
り
下
げ
を
含
ま
な
い
。

　
※
２
　
カ
ッ
コ
書
き
は
，
標
準
処
理
期
間
内
に
処
理
し
た
件
数
で
あ
り
，
内
数
で
あ
る
。

表
２
－
１
　
申
請
に
対
す
る
処
分
の
状
況

合
　
　
計

平
成
16年
度

平
成
15年
度

平
成
14年
度

処
分
の
種
別

（
6）

6
（
3）

3
　

0
（
3）

3
設
立
認
可

0
　

0
　

0
　

0
解
散
認
可

表
２
－
２
　
各
種
届
出
等
の
状
況

合
　
　
　
計

平
成
16年
度

平
成
15年
度

平
成
14年
度

届
出
の

種
　
別

未
提
出
　

届
出
件
数

対
象
数
　

未
提
出
　

届
出
件
数

対
象
数
　

未
提
出
　

届
出
件
数

対
象
数
　

未
提
出
　

届
出
件
数

対
象
数
　

2
(3)

4
6

0
(2)

3
3

0
　

0
0

2
(1)

1
3

法
人
設
立

時
の
登
記

0
(68)

106
106

0
(31)

52
52

0
(22)

33
33

0
(15)

21
21

役
員
の

変
更
等

0
(4)

6
6

0
(1)

2
2

0
(3)

4
4

0
　

0
0

寄
附
行
為
変
更

(軽
微
な
変
更
)

0
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
法
人
の

解
散

0
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
残
余
財
産

の
処
分

0
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
法
人
合
併

時
の
登
記

1
(369)

373
374

1
(123)

123
124

0
(122)

124
124

0
(124)

126
126

財
務
計
算

書
類
等

339
(69)

89
428

106
(27)

38
144

115
(22)

29
144

118
(20)

22
140

資
産
の
総

額
の
登
記
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�
　
運
営
状
況
現
地
調
査

　
学
校
法
人
に
対
す
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
は
，
私
立
学
校
振
興
助
成
法
に
基
づ
い
て
，
毎
年
度
，
私
立
学
校

運
営
状
況
現
地
調
査
実
施
要
領
を
制
定
し
て
，
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
学
校
法
人
を
対
象
に
，
運
営
状

況
現
地
調
査
（
以
下
「
現
地
調
査
」
と
い
う
。）
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
監
査
対
象
期
間
に
お
け
る
現
地
調
査
の
実
施
状
況
は
，
表
２
－
３
の
と
お
り
で
あ
る
。
実
施
数
，
実
施
率
と

も
年
々
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。平
成
15年
度
ま
で
は
５
年
か
ら
９
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
た
が
，

平
成
16年
度
及
び
平
成
17年
度
は
幼
稚
園
を
４
年
ご
と
，
幼
稚
園
以
外
を
３
年
ご
と
に
実
施
す
る
よ
う
改
め
，

更
に
，
平
成
18年
度
以
降
は
全
て
３
年
ご
と
に
実
施
す
る
よ
う
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

 

　
現
地
調
査
は
，
例
年
９
月
か
ら
翌
年
２
月
に
わ
た
り
１
箇
所
に
つ
き
原
則
と
し
て
２
名
以
上
で
実
施
し
て
い

る
。
要
領
に
お
い
て
必
要
な
事
項
を
網
羅
し
た
調
査
事
項
を
定
め
，
復
命
に
当
た
っ
て
も
調
査
事
項
ご
と
に
整

理
し
た
統
一
様
式
を
用
い
る
な
ど
し
て
，
適
切
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

 　
現
地
調
査
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
事
項
は
，
現
地
に
お
い
て
講
評
事
項
と
し
て
取
り
ま
と
め
，
相
手
方
に
手

渡
し
周
知
し
て
い
る
。
そ
の
後
，
講
評
事
項
の
う
ち
か
ら
「
改
善
を
要
す
る
事
項
」
を
整
理
し
，
文
書
に
よ
り

通
知
し
て
，
期
限
を
付
し
て
処
理
結
果
の
報
告
を
求
め
て
い
る
。

　
ま
た
，
定
期
的
に
実
施
す
る
現
地
調
査
の
ほ
か
，
平
成
16年
度
に
，
国
が
所
管
す
る
学
校
法
人
の
不
祥
事
に

関
連
し
て
，
県
の
所
管
す
る
学
校
法
人
に
対
し
，
随
時
の
現
地
調
査
を
１
件
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
。
現
地
調
査
の
結
果
，
不
適
切
な
事
項
を
確
認
し
，
補
助
金
の
減
額
を
行
っ
て
い
る
。
現
地
調
査
の
時
点
で

経
営
破
綻
の
状
態
と
な
っ
て
い
た
極
め
て
特
殊
な
事
例
で
あ
り
，
現
在
は
経
営
陣
を
刷
新
し
て
再
建
途
上
に
あ

る
。

　
　
�
　
休
眠
法
人
に
対
す
る
措
置

　
休
眠
法
人
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
，
電
話
や
訪
問
に
よ
り
法
人
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
，
再
開
を
含

め
た
今
後
の
方
針
等
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
て
解
散
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。

　
　
�
　
法
人
の
情
報
開
示

　
平
成
16年
度
ま
で
法
定
の
情
報
開
示
制
度
が
存
在
し
な
か
っ
た
が
，
平
成
17年
４
月
１
日
施
行
の
私
立
学
校

法
改
正
に
よ
り
情
報
開
示
制
度
が
創
設
さ
れ
，
備
え
て
置
く
べ
き
書
類
に
事
業
報
告
書
が
追
加
さ
れ
る
と
と
も

に
，
財
産
目
録
等
の
備
え
て
置
く
べ
き
書
類
を
利
害
関
係
人
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
情
報
開
示
制
度
に
つ
い
て
は
，
全
て
の
学
校
法
人
に
対
し
て
，
適
切
に
実
施
す
る
と
と
も
に
寄
附
行
為

に
規
定
す
る
よ
う
指
導
し
て
お
り
，寄
附
行
為
変
更
に
つ
い
て
は
３
分
の
２
程
度
の
法
人
が
対
応
済
み
で
あ
る
。

　
２
　
監
査
の
意
見

　
　
�
　
寄
附
行
為
変
更
認
可
に
係
る
標
準
処
理
期
間
に
つ
い
て

　
寄
附
行
為
変
更
認
可
に
係
る
標
準
処
理
期
間
は
一
律
に
365日

と
設
定
さ
れ
て
い
る
が
，私
立
学
校
審
議
会
へ

の
諮
問
事
項
と
な
ら
な
い
寄
附
行
為
変
更
に
係
る
標
準
処
理
期
間
に
つ
い
て
は
，
実
態
に
即
し
て
適
切
な
期
間

と
す
る
よ
う
改
善
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
　
�
　
寄
附
申
込
み
に
係
る
審
査
等
に
つ
い
て

　
寄
附
申
込
書
に
添
付
す
べ
き
残
高
証
明
書
，
登
記
事
項
証
明
書
等
の
審
査
に
つ
い
て
は
，
私
立
学
校
審
議
会

及
び
専
門
部
会
へ
の
諮
問
に
当
た
り
２
回
に
わ
た
り
行
っ
て
い
る
が
，
財
産
的
基
盤
の
重
要
性
に
鑑
み
，
原
本

と
照
合
す
る
な
ど
，
一
層
慎
重
か
つ
適
正
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
　
�
　
資
産
の
総
額
の
登
記
に
係
る
届
出
に
つ
い
て

　
資
産
の
総
額
の
登
記
は
，
確
実
に
履
行
し
て
届
出
を
行
う
よ
う
，
今
後
と
も
指
導
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
�
　
情
報
開
示
制
度
の
適
切
な
運
用
に
つ
い
て

　
私
立
学
校
法
に
よ
る
情
報
開
示
制
度
は
平
成
17年
度
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
，
寄
附
行
為
の
変
更
を

行
っ
て
い
な
い
法
人
も
あ
る
こ
と
か
ら
，
今
後
と
も
適
切
に
指
導
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

第
５
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
及
び
指
導
監
督

　
１
　
事
務
の
概
要
及
び
監
査
の
結
果

　
　
�
　
指
導
監
督
事
務
の
執
行
体
制

　
監
査
基
準
日
に
お
け
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
以
下
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
と
い
う
。）
の
数
は
368法

人
で
，

仙
台
市
内
に
主
た
る
事
務
所
を
置
く
も
の
が
59％
を
占
め
て
い
る
。

　
指
導
監
督
事
務
を
担
当
す
る
職
員
は
８
人
が
配
置
さ
れ
，
担
当
職
員
１
人
当
た
り
の
法
人
数
は
46法

人
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
，
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
以
下
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
」
と
い
う
。）
の
施
行
事
務
の
ほ
か
，

活
動
支
援
，
助
成
，
相
談
等
を
行
っ
て
お
り
，
市
町
村
の
多
く
が
業
務
委
託
の
相
手
方
を
法
人
と
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
，
設
立
を
模
索
す
る
者
も
多
く
，
毎
日
10人
程
度
の
相
談
者
が
来
庁
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
，
相

342
(513)

578
920

107
(184)

218
325

115
(169)

190
305

120
(160)

170
290

合
　
　
計

※
１
　
対
象
数
は
，
届
出
義
務
を
有
す
る
法
人
数
で
あ
る
。

※
２
　
届
出
件
数
の
実
数
は
，
届
出
を
行
っ
た
法
人
数
で
あ
る

※
３
　
届
出
件
数
の
カ
ッ
コ
書
き
は
，
提
出
期
限
内
又
は
原
因
発
生
か
ら
１
ヶ
月
以
内
に
提
出
さ
れ
た
件
数
で

あ
り
，
内
数
で
あ
る
。

※
４
　
未
提
出
は
，
届
出
義
務
を
有
す
る
が
届
出
を
行
わ
な
い
法
人
数
で
あ
る
。

表
２
－
３
　
運
営
状
況
現
地
調
査
の
状
況

実
　
施
　
率

実
施
法
人
数

対
象
法
人
数

年
　
　
度

15％
19

126
平
成
14年
度

21％
26

124
平
成
15年
度

27％
34

124
平
成
16年
度
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談
者
向
け
の
手
引
き
を
作
成
し
，
提
出
書
類
の
様
式
，
モ
デ
ル
定
款
等
を
定
め
て
，
対
応
し
て
い
る
。

　
担
当
職
員
に
対
す
る
研
修
は
，
す
べ
て
職
場
内
研
修
で
あ
り
，
日
常
業
務
の
中
で
実
践
的
に
行
わ
れ
，
先
輩

か
ら
後
輩
へ
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。国
や
外
部
機
関
に
よ
る
研
修
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
�
　
行
政
手
続
法
に
定
め
る
標
準
処
理
期
間
，
審
査
基
準
及
び
処
分
基
準
の
設
定

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
は
，
行
政
庁
の
認
証
に
よ
る
簡
易
な
手
続
で
法
人
格
を
付
与
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
，
設
立
認
証
及
び
定
款
変
更
認
証
に
当
た
っ
て
は
，
行
政
機
関
の
裁
量
を
で
き
る
だ
け
排
除
す
る
た
め
，

縦
覧
期
間
，
処
理
期
間
，
認
証
の
基
準
等
の
必
要
な
事
項
を
す
べ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
に
明
記
し
，
法
定
の
基
準
に
形

式
的
に
適
合
す
る
申
請
の
す
べ
て
を
認
証
す
べ
き
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
，
行
政
手
続
法
に
定
め
る
標

準
処
理
期
間
及
び
審
査
基
準
を
設
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
，
内
閣
府
国
民
生
活
局
が
制
定
し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

の
運
用
方
針
」（
以
下
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
運
用
方
針
」
と
い
う
。）
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
，
具
体
的
な
判
断
基

準
を
設
定
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
処
分
基
準
に
つ
い
て
は
，
設
定
し
て
い
な
い
。

　
　
�
　
申
請
に
対
す
る
処
分
及
び
不
利
益
処
分
等

　
監
査
対
象
期
間
に
お
け
る
認
証
申
請
の
取
扱
件
数
は
，表
３
－
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
申
請
の
取
り
下
げ
は
，

設
立
認
証
申
請
で
３
件
あ
っ
た
。
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
を
除
き
，
申
請
は
，
全
て
認
容
さ
れ
て
い
る
。

　
処
分
に
要
し
た
期
間
に
つ
い
て
は
，
定
款
変
更
認
証
申
請
１
件
（
平
成
15年
度
）
を
除
い
て
法
定
期
間
内
に

処
理
さ
れ
て
い
る
。
法
定
期
間
内
に
処
理
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
，
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
知
事
へ
の
所
轄
庁
の

変
更
を
伴
い
，
内
閣
府
か
ら
の
書
類
の
送
付
に
日
時
を
要
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
処
理
内
容
に
つ
い
て
は
，設
立
認
証
申
請
及
び
定
款
変
更
認
証
申
請
そ
れ
ぞ
れ
５
件
を
抽
出
し
て
点
検
し
た
。

　
処
分
に
係
る
審
査
は
，
遺
漏
が
な
い
よ
う
に
標
準
チ
ェ
ッ
ク
表
を
作
成
し
て
行
い
，
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

の
要
件
は
警
察
に
照
会
し
て
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
，
事
業
計
画
書
や
収
支
予
算
書
に
つ
い
て
は
，「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
の
運
用
方
針
」
を
参
考
と
し
て
，
申
請
前
の
相
談
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
抽
出
し
た
設
立
認
証
申
請
の
中
に
，
理
事
予
定
者
が
申
請
中
に
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
刑
罰

確
定
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と
か
ら
法
定
期
間
内
に
認
証
し
た
が
，
認
証
後
に
懲
役
刑
が
確
定
し
て
理
事
の

欠
格
要
件
に
該
当
す
る
に
至
り
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
に
規
定
す
る
理
事
数
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
不
適
法
な
状
態
が
３

年
以
上
継
続
し
た
。
こ
の
件
は
，
監
査
基
準
日
後
に
理
事
が
充
足
さ
れ
て
い
る
。

　
不
利
益
処
分
を
行
っ
た
事
例
は
，
平
成
14年
度
に
１
件
存
在
す
る
。
こ
れ
は
，
介
護
保
険
法
違
反
の
発
覚
を

契
機
と
し
て
，
立
入
検
査
を
実
施
し
，
法
人
の
運
営
に
関
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
及
び
定
款
違
反
を
確
認
し
て
改
善
命

令
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
，
適
切
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
当
該
法
人
か
ら
は
解
散
す
る
旨
の

回
答
が
あ
り
，
そ
の
手
続
き
も
完
了
し
て
い
る
。

　
な
お
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
第
41条
第
１
項
の
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
は
，
こ
れ
以
外
に
は
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　
　
�
　
事
業
報
告
書
等
及
び
情
報
開
示

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
は
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ
い
て
，
市
民
に
よ
る
緩
や
か
な
監
督
と
自
浄
作
用
に
よ
る
改
善
，
発
展
を

期
待
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
第
28条
及
び
第
29条
に
規
定
す
る
事
業
報
告
書
等
の
制
度
は
，
こ
う
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
の
趣
旨
を
実
現
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。

　
監
査
対
象
期
間
に
お
け
る
事
業
報
告
書
等
の
取
扱
件
数
は
，
表
３
－
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

　
提
出
期
限
を
経
過
後
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
251件

，未
提
出
が
75件
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
件
に

つ
い
て
は
，
提
出
の
督
促
に
努
め
た
結
果
，
監
査
基
準
日
後
に
多
数
提
出
さ
れ
，
未
提
出
は
７
法
人
と
な
っ
て

い
る
。

　
平
成
17年
３
月
に
は
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
事
業
報
告
書
等
の
提
出
に
関
す
る
事
務
処
理
要
領
」
を
制

定
し
，期
限
ま
で
に
提
出
し
な
い
法
人
に
対
し
て
は
督
促
を
行
い
，な
お
提
出
し
な
い
場
合
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
法
人
名
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
，
事
業
報
告
書
等
に
よ
る
法
定
の
情
報
開
示
以
外
に
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
自
主
的
な
情
報
公
開

表
３
－
１
　
申
請
に
対
す
る
処
分
の
状
況

合
　
計

平
成
16年
度

平
成
15年
度

平
成
14年
度

許
可
等
の
名
称

（
217）

217
（
85）

85
（
85）

85
（
47）

47
設
立
認
証

0
　

0
　

0
　

0
解
散
認
定

0
　

0
　

0
　

0
合
併
認
証

（
53）

54
（
21）

21
（
21）

22
（
11）

11
定
款
変
更
認
証

（
270）

271
（
106）

106
（
106）

107
（
58）

58
合
　
　
　
計

　
※
１
　
実
数
は
対
象
年
度
に
認
可
し
た
件
数
で
あ
り
，
取
り
下
げ
を
除
く
。

　
※
２
　
カ
ッ
コ
書
き
は
標
準
処
理
期
間
内
に
処
理
し
た
件
数
で
あ
り
，
内
数
で
あ
る
。

表
３
－
２
　
事
業
報
告
書
等
の
提
出
の
状
況

合
　
　
　
計

平
成
16年
度

平
成
15年
度

平
成
14年
度

未
提
出
　

提
出
件
数

対
象
数
　

未
提
出
　

提
出
件
数

対
象
数
　

未
提
出
　

提
出
件
数

対
象
数
　

未
提
出
　

提
出
件
数

対
象
数
　

75
（
357）

608
683

60
（
172）

235
295

8
（
116）

225
233

7
（
69）

148
155

　
※
１
　
対
象
数
は
，
提
出
義
務
を
有
す
る
法
人
数
で
あ
る
。

　
※
２
　
提
出
件
数
の
実
数
は
，
提
出
を
行
っ
た
法
人
数
で
あ
る
。

　
※
３
　
提
出
件
数
の
カ
ッ
コ
書
き
は
，
提
出
期
限
内
に
提
出
さ
れ
た
法
人
数
で
あ
り
，
内
数
で
あ
る
。

　
※
４
　
未
提
出
は
，
提
出
義
務
を
有
す
る
が
提
出
を
行
わ
な
い
法
人
数
で
あ
る
。
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を
行
っ
て
い
る
法
人
も
あ
る
が
少
数
で
あ
り
，
県
と
し
て
も
自
主
的
な
情
報
公
開
に
つ
い
て
特
別
な
指
導
は
し

て
い
な
い
。

　
　
�
　
事
業
報
告
書
等
を
提
出
し
な
い
法
人
に
対
す
る
措
置

　
事
業
報
告
書
等
を
提
出
し
な
い
法
人
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
，
電
話
又
は
法
人
の
役
員
と
面
接
し
て
，
そ
の

状
況
把
握
に
努
め
て
お
り
，
活
動
の
実
態
が
あ
る
場
合
は
提
出
を
指
導
し
て
い
る
。

　
３
年
以
上
に
わ
た
っ
て
事
業
報
告
書
等
を
提
出
し
な
い
法
人
は
，監
査
基
準
日
に
お
い
て
２
法
人
存
在
す
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
，
認
証
を
取
り
消
す
こ
と
も
で
き
る
が
，
取
消
し
を
行
っ
た
事
例
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

　
　
�
　
事
業
報
告
書
等
以
外
の
各
種
届
出

　
監
査
対
象
期
間
に
お
け
る
各
種
届
出
の
取
扱
件
数
は
，
表
３
－
３
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
届
出
原
因
の
発
生
か
ら
１
ヶ
月
以
上
を
経
過
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
　
�
　
不
祥
事
，
苦
情
等
へ
の
対
応

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関
す
る
苦
情
等
は
，物
品
販
売
に
関
す
る
も
の
な
ど
比
較
的
多
く
あ
り
，消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
関
係
機
関
へ
の
相
談
に
つ
い
て
助
言
し
て
い
る
。

　
ま
た
，
最
近
の
動
向
と
し
て
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関
し
て
，
県
民
生
活
に
好
ま
し
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
事
例
や
不
正
行
為
の
疑
い
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
場
合
，
内
閣
府
国
民
生
活
局
に
お
い
て
は
，「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
運
用
方
針
」
に
基
づ
い
て
「
市
民
へ

の
説
明
要
請
」
を
行
っ
て
お
り
，
平
成
17年
５
月
１
日
か
ら
は
，
そ
の
た
め
の
判
断
基
準
を
整
備
し
て
い
る
。

他
県
に
お
い
て
も
，
同
様
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
，
本
県
に
お
い
て
は
，
こ
の
よ
う
な
対
応
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
２
　
監
査
の
意
見

　
　
�
　
事
業
報
告
書
等
の
提
出
に
つ
い
て

　
事
業
報
告
書
等
の
提
出
及
び
閲
覧
の
制
度
は
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
趣
旨
を
実
現
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
地
位
を

占
め
る
も
の
で
あ
る
。
事
業
報
告
書
等
を
提
出
し
な
い
法
人
又
は
提
出
し
て
も
事
業
報
告
書
等
の
内
容
が
不
適

切
な
法
人
に
対
し
て
は
，
十
分
な
実
態
把
握
を
行
い
，
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

�
　
不
祥
事
へ
の
対
応
，
健
全
な
特
定
非
営
利
活
動
の
促
進
に
つ
い
て

　
こ
の
監
査
の
終
盤
に
お
い
て
，
公
的
な
助
成
金
の
不
正
受
給
を
行
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
，
法
令
に
基
づ
く
学
校

で
は
な
い
と
は
い
え
学
校
施
設
を
未
整
備
の
ま
ま
開
校
し
，
休
校
と
な
り
現
在
も
再
開
の
め
ど
も
つ
い
て
な
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
，
健
全
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ま
で
も
が
，
県
民
の
不
信
の
目
に
さ
ら
さ
れ
，
ひ
い
て
は
，
特
定
非
営
利
活
動
の
健
全
な
発
展
を
阻
害
す
る
。

特
に
，
学
校
施
設
を
未
整
備
の
ま
ま
開
校
し
，
再
開
の
め
ど
も
つ
い
て
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
件
に
つ
い
て
は
，

県
民
に
学
費
の
未
返
還
と
い
う
具
体
的
な
損
害
を
与
え
，
監
督
の
あ
り
方
に
つ
い
て
立
法
趣
旨
を
重
ん
じ
る
あ

ま
り
過
度
に
慎
重
に
な
っ
て
い
る
印
象
は
否
め
な
い
と
報
道
さ
れ
て
お
り
，
県
行
政
に
対
す
る
県
民
の
信
頼
を

損
な
い
か
ね
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
，
次
の
２
点
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

　
１
点
目
は
，「
法
的
要
件
へ
の
適
合
性
の
明
確
化
」
及
び
「
市
民
へ
の
説
明
要
請
」
の
実
施
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
関
す
る
不
祥
事
に
対
応
し
，
健
全
な
特
定
非
営
利
活
動
を
促
進
す
る
方
策
と
し
て
は
，「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

の
運
用
方
針
」
が
適
切
と
考
え
ら
れ
る
。
県
に
お
い
て
も
，
必
要
不
可
欠
な
最
低
限
の
運
用
上
の
判
断
基
準
を

明
確
化
し
，
よ
り
一
層
透
明
性
の
確
保
を
図
る
「
法
的
要
件
へ
の
適
合
性
の
明
確
化
」
や
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
ら

が
広
く
市
民
に
対
し
て
自
主
的
に
説
明
を
行
う
よ
う
要
請
す
る
「
市
民
へ
の
説
明
要
請
」
の
よ
う
な
取
組
み
に

つ
い
て
，
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
２
点
目
は
，
適
時
適
切
な
改
善
命
令
の
実
施
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
第
42条
に
規
定
す
る
改
善
命
令
は
，
①
所

轄
庁
が
任
意
に
収
集
し
た
資
料
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
，
②
法
令
や
定
款
等
の
違
反
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も

行
う
こ
と
が
で
き
る
，
③
法
人
の
運
営
が
著
し
く
公
共
の
福
祉
を
害
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
こ
と
が

表
３
－
３
　
各
種
届
出
の
状
況

合
　
　
　
計

平
成
16年
度

平
成
15年
度

平
成
14年
度

届
出
の

種
　
別

未
提
出
　

届
出
件
数

対
象
数
　

未
提
出
　

届
出
件
数

対
象
数
　

未
提
出
　

届
出
件
数

対
象
数
　

未
提
出
　

届
出
件
数

対
象
数
　

0
(183)

212
212

0
(82)

90
90

0
(66)

80
80

0
(35)

42
42

法
人
設
立

時
の
登
記

0
(74)

165
165

0
(35)

76
76

0
(24)

50
50

0
(15)

39
39

役
員
の

変
更
等

0
(14)

23
23

0
(6)

10
10

0
(7)

11
11

0
(1)

2
2

定
款
変
更

（
軽
微
な
変
更
）

0
(4)

6
6

0
(2)

3
3

0
(2)

3
3

0
　

0
0

法
人
の

解
散

0
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
残
余
財
産

の
処
分

0
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
0

　
0

0
法
人
合
併

時
の
登
記

0
(275)

406
406

0
(125)

179
179

0
(99)

144
144

0
(51)

83
83

合
　
　
計

　
※
１
　
対
象
数
は
，
届
出
義
務
を
有
す
る
法
人
数
で
あ
る
。

　
※
２
　
届
出
件
数
の
実
数
は
，
届
出
を
行
っ
た
法
人
数
で
あ
る
。

※
３
　
届
出
件
数
の
カ
ッ
コ
書
き
は
，
原
因
発
生
か
ら
１
ヶ
月
以
内
に
提
出
さ
れ
た
件
数
で
あ
り
，
内
数
で
あ

る
。

　
※
４
　
未
提
出
は
，
届
出
義
務
を
有
す
る
が
届
出
を
行
わ
な
い
法
人
数
で
あ
る
。
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で
き
る
こ
と
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
，
改
善
が
必
要
な
事
由
の
発
生
を
把
握
し
た
場
合
に
，
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
自
主
性
や
自
立
性
を
尊
重
し
な
が
ら
も
，
県
民
の
利
益
を
守
る
観
点
に
立
っ
て
適
時
適
切
な
対
応
が

取
れ
る
よ
う
，
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
52号

　
警
備
業
法
（
昭
和
47年
法
律
第
117号

）
第
22条
第
２
項
第
１
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
（
以
下

「
講
習
」
と
い
う
。）
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　
平
成
18年
４
月
７
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
委
員
長
　
　
矢
　
　
嶋
　
　
　
　
　
�
　
　
　

１
　
実
施
講
習
種
別
及
び
実
施
警
備
業
務
区
分

　
�
　
実
施
講
習
種
別

　
　
　
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
特
例
措
置
講
習

　
（
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
58年
国
家
公

安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
17年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
18号
）
附
則
第
２
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
）

　
�
　
実
施
警
備
業
務
区
分

　
　
警
備
業
法
第
２
条
第
１
項
第
３
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
（
運
搬
警
備
業
務
）

２
　
講
習
実
施
期
日

　
　
平
成
18年
５
月
10日
（
水
）、
11日
（
木
）
の
２
日
間
（
計
14時
限
）

　
　
（
10日
は
、
午
前
８
時
30分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
11日
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

３
　
講
習
実
施
場
所

　
　
社
団
法
人
宮
城
県
警
備
業
協
会

　
　
　
　
仙
台
市
泉
区
天
神
沢
１
丁
目
４
番
11号
　
 電
話
022－

371－
0310

４
　
受
講
資
格

　
　
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
を
有
す
る
者

　
（
警
備
業
法
（
昭
和
47年
法
律
第
117号

）
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
16年
法
律
第
50号
）
の
施
行
（
平

成
17年
11月
21日
）
以
前
に
交
付
さ
れ
た
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
を
有
す
る
者
）

５
　
受
講
定
員

　
　
お
お
む
ね
30人

６
　
受
講
手
続

　
�
　
受
講
申
込
み
受
付
期
間

　
平
成
18年
４
月
18日
（
火
）
か
ら
同
月
28日
（
金
）
ま
で
の
土
、
日
曜
日
を
除
く
９
日
間
（
各
日
と
も
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

　
た
だ
し
、
先
着
順
に
受
け
付
け
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
る
。

　
�
　
受
講
申
込
書
の
提
出
方
法
及
び
提
出
先

　
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
に
定
め
る
別
記
様
式
１

号
の
受
講
申
込
書
（
顔
写
真
を
貼
付
）
一
通
に
、
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
12年
条
例
21号
）
第
２

条
第
１
項
の
表
第
64の
項
に
基
づ
き
、
１
万
４
千
円
の
宮
城
県
収
入
証
紙
を
添
え
て
、
宮
城
県
内
の
各
警
察
署
生

活
安
全
課
に
お
い
て
、
受
講
手
続
き
を
行
う
こ
と
。

　
な
お
、
代
理
人
に
よ
る
申
込
み
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課
に
問
い
合
わ
せ
、

説
明
を
受
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
受
講
申
込
み
は
受
け
付
け
な
い
。

　
�
　
添
付
書
類

　
　
　
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
の
写
し
（
旧
資
格
者
証
の
写
し
）

７
　
そ
の
他

　
受
講
申
込
書
の
受
付
後
は
、
申
込
み
を
取
り
消
し
た
場
合
又
は
講
習
を
受
講
し
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
手

数
料
は
返
還
し
な
い
。

８
　
講
習
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
　
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課

　
　
　
　
電
話
番
号
　
　
022ー

221ー
7171　

　
内
線
3033

公
安
委
員
会
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